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法政の「いま」をお伝えします。
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COVER  市ケ谷キャンパス　撮影：平野太呂
55・58年館の解体が進み、大内山校舎、ボアソナード・タワー、富士見ゲートの3校舎が並
び立つ姿を見られるようになりました。工事の進捗とともに市ケ谷キャンパスは変化を続け、新し
い景色が誕生しています。

コロナ禍でも学生たちは
工夫して企画を実施しています

　新型コロナウイルス感染症の影響により、現在も制約が
ある中、学内では感染対策を工夫しながらさまざまなイベ
ント企画を実施しています。今回はその中から学生たちが
携わったいくつかの企画をご紹介します。

多摩オープンキャンパスリーダーズ（学生スタッフ）が企画・運営

多摩キャンパスに所属する学生が、学生生活や自身の受験体験談をテーマに、
受験生向けに情報を発信するトーク企画です。 本企画は8月22日（土）に「多
摩 WEBオープンキャンパス」企画の一つとしてライブ配信したもので、好評に
つき9月12日（土）に第 2 弾、10月21日（水）に第 3 弾を配信しました。視聴者
からは学部の特色に関することなど、多くの質問が寄せられ、トークは大いに
盛り上がりました。同動画は多摩オープンキャンパスリーダーズ YouTube チャ
ンネルにて公開中です。なお、本企画は今後も継続して実施していく予定です。

「法政トーーク」

トーク実施中の様子（感染
症拡大予防対策を実施しな
がら撮影）

第2弾のメンバーも素晴らし
いチームワークを発揮した

ボランティアセンター学生スタッフ（VSP）が企画・開催

インクルーシブデザインとは、現代の多様性に寄り添うためのデザインの考え方
と手法です。障がいのある方や高齢の方、外国人など、特別なニーズや違いの
ある人の多様な視点を手掛かりに、より創造的で包括的なデザインを模索しま
す。今回は、企画から実施まで、全てをオンラインで行い、従来の講師による
講義に加えて、事前勉強会を取り入れるという VSP にとっての新たな試みとな
りました。参加学生からは「受講後、切符を買うときの音や、トイレの設備など、
別の視点からデザインを見ることができました」  などの感想が寄せられました。

「インクルーシブデザイン講座（オンライン）」

マスクのデザインについて考える事
前勉強会

「『マスクをする』という行為をデザイ
ンする」など、視点を変えた本講義

課外教養プログラム KYOPRO学生スタッフが企画・開催

「オンラインでのコミュニケーションって難しい……」そんな不安を抱える学生
の不安を取り除き、オンラインでの交流や今後の学生生活をより有意義にす
るためのコミュニケーションスキルについて学ぶことを目的に実施した企画で
す。本学兼任講師である鈴木まり子先生による講義の後は、実践も兼ねてグ
ループワークが行われ、初対面であるはずの参加者同士が楽しそうに話してい
る場面も見受けられました。

「大学生からのコミュニケーション」

企画内容が表現されたカラフルなポ
スター

学生スタッフを進行役にグループワー
クを実践する参加者

https://www.youtube.com/channel/UC1zLX7h2X2kbMMU6RWoxCJw/videos

体育会本部と応援団の共同企画

体育会活動の大会で必ず歌われる応援歌「チャンス法政」。今年度は新型コロ
ナウイルス感染症の影響により多くの大会が中止され、新入生や在学生が応
援歌を覚える機会も奪われてしまいました。このような状況下でも皆さんが「チャ
ンス法政」をマスターできるよう、体育会本部と応援団は共同で応援指南の動
画を作成し、配信しています。9月以降、各連盟、各大学、体育会の各部の徹
底した感染症予防対策により、徐々に大会が再開されてきました。ぜひ動画を
見て「チャンス法政」をマスターし、法政スポーツを応援してみませんか。

「チャンス法政」をマスターしよう！

https://www.youtube.com/watch?v=gqw7Z1sTZqo&feature=youtu.be

応援指南動画　応援歌
「チャンス法政」（限定
公開動画）

 EYE

※各記事の詳細は、
ブランディングサイト

「法政フロネシス」に掲載しています。 

http://phronesis.hosei.ac.jp/feature/award

本学では2015年度から「研究・教育活動に対する受賞・表彰祝賀会」として、
学会などで受賞し、表彰された教員の方々を祝賀する場を設けています。

今年度は、新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から、祝賀の場を見合わせておりますが、
ここでは、2019年度に受賞・表彰された教員とその研究内容をご紹介します。

※本特集は、2020年10月号、11・12月号、2021年1・2月号の3号にわたって掲載するシリーズ企画です。

※掲載は設置学部・学科順です。

研究力の発信と学生の教育

　大学の重要なミッションは研究と教育にありますが、本学の多
くの研究者が学会などのさまざまな学術団体から表彰を受けまし
た。これは、それぞれの先生方が興味を持った分野で、毎日コツ
コツと積み重ねをして、それが報われた結果であると思っており
ます。本当におめでとうございます。
　研究テーマを自由に選び、研究活動を行う場や時間が本学では
保証されていますので、今後も多くの研究者が優れた研究を行い、
社会に向けて研究成果を発信し、法政大学の研究ブランドを高め
ていただきたいと思っております。
　教育という側面では、文系、理系とさまざまな学問分野があり、
そのアプローチの仕方はいろいろありますが、求道し、究めてい
く研究者の姿を直接、学生に見せることこそが、本当の教育であ
ると思っています。先生方の研究に対するひたむきな思いや、研
究のプロセスを見て、次の世代の若い研究者が育ち、大きな成果
を上げる事を期待しております。

尾川浩一 教授

副学長 学術支援本部担当常務理事

Ogawa Koichi

Vol. 2

Award
2019

2019年度の研究・教育活動に対する
受賞・表彰者の紹介
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　「格子錯視」として知られる幾何学錯視のバリエー
ションを新たに二つ見いだしました。下図左側の「分裂
線錯視」は 1本の線がぶれて 2本に見える錯視、下図
右側の「格子のないきらめき格子錯視」は円の中にほ
んのかすかに黒い点が見える、という錯視です（目をよ
く動かしながら、注意深く観察してください。見つめて
いる点ではなく視野の周辺で見えやすい特徴がありま
す。画像の大きさによっても見えやすさは変わりますの
で、見えにくい場合は見る距離を変えてみてください）。
　どちらも大変に地味な錯視ですが、私
たちのモノを見る仕組みを考える上で、新
しい知見をもたらす興味深い現象です。
　錯視を研究することは、私たちがどのよ
うな仕組みで世界を見ているのかを調べ
ることです。これらの錯視の何が面白い
のかというと、どちらも、これまでに定説
とされてきた類似の錯視の生起メカニズム

ではうまく説明ができない、という点です。言い換える
と、丸や直線を見るというただそれだけの、とても単純
なことでさえ、まだ私たちは十分に理解できていないと
いうことになります。なぜ線がぶれて見えるのか、どう
して物理的に存在しない黒い点が見えるのか、それを
突き止めることができれば、これまで知られていなかっ
た、モノを見る仕組みの新しい側面を明らかにできるか
もしれません。これらの錯視はそうした今後の研究の
貴重な素材になります。

日本マーケティング本大賞 2019／日本マーケティング学会

受賞内容 共編著書『1 からのデジタル・マーケティング』

令和元年度日本体育測定評価学会【学会賞】／日本体育測定評価学会

受賞内容 論文『就学段階ごとの運動経験が大学生における把握の調整力に及ぼす影響』

林 容市西川 英彦 文学部心理学科 准教授経営学部市場経営学科 教授

　飲み物の入った紙コップを、コップを潰さずに持つ。
誰もが意識せずに行っている動作ですが、実際には紙
コップの軟らかさと重さを知覚し、それを潰さず持つた
めに手の骨格筋が適切に筋収縮をしています。このよう
な能力を、「調整力」といいます。
　今回受賞した論文では、局所的な動作である「握力」
を調整して発揮する能力を指標として、就学前、小学
校低学年、小学校高学年、中学校、高等学校および
大学生の各就学段階における運動経験や運動量（運動
時間×強度）との関係性を検討しました。例えば、握
力計を握る際に「最大努力で握った握力の30%の握力
を発揮してください」と指示された時、うまく力を調節し
て握れるでしょうか。この研究では、最大努力で握力計
を握った時の握力を100%とし、その 30%、50%、70%
を目標値に設定して、測定している数値は見ずに握力
計を握り、目標となる数値と実際に測定された握力の
値の差異が小さいほど調整力が高いと判断しました。

　大学生を対象に、握力の調整力と過去の運動実施
状況を測定・調査した結果、小学校の低学年の時期に
しっかりと運動を行っていた学生ほど、握力の調整能
力が高いという結果が得られました。極端な例を挙げ
ると、高等学校時代に部活動でスポーツを毎日行って
いた学生でも、小学校の時に何も運動を行っていなけ
れば、成人になってからの握力の調整能力が低いレベ
ルに留まってしまいます。もちろん、すべての人々が必
ずこのような状況になるわけではなく、青年期の運動習
慣や小、中、高での運動部での活動が身体の調整力
の向上に全く貢献しないという訳ではありません。しか
しこの研究で、小学校の時期にしっかりと身体活動を
行うことが青年期以降の個 人々の調整力に対して有益
であることが示唆されたことは、幼児・児童期における
運動や身体活動の在り方を考える上で有益な知見にな
りうると考えています。

力を適切に発揮する能力と児童期の運動

1973年福島県生まれ。福島大学
教育学部卒業、筑波大学大学院
体育科学研究科博士後期課程修
了。博士（体育科学）。筑波大学
COEプログラム研究員、千葉工
業大学助教を経て、2011年 4月よ
り現職。専門分野は生理心理学、
運動生理学。

Hayashi Yoichi

　日本マーケティング本大賞とは、日本マーケティング
学会がマーケティング理論や実践の普及のため、1年
間に日本で出版されたマーケティングに関する書籍の中
から、同学会員の投票により推薦できる書籍を選出し、
表彰するものです。本書は、2019年度の「大賞」を受
賞いたしました。学会は、以下を推薦理由としています。
　「『デジタル・マーケティングの基礎を学べる有益な１
冊』―理論と事例をセットにしたわかりやすい構成に
よって変化の速いデジタル・マーケティングのマネジメン
トを網羅的に提示した、実務的な示唆を多分に含む良
書である。新しい事例が豊富に扱われているとともに
用語の解説が的確であり、流行りものとしてではなく基
礎的なアプローチから読み解かれている。デジタル・マー
ケティングを体系的なテキストの形でまとめるという困
難に初めて向き合っただけではなく、従来のマーケティ
ングとの接続にも目配りされており、伝統的なマーケティ
ングの理解が深まる点も評価できる。デジタル・マーケティ

ング初学者にとって良質の入門書であるだけではなく、
マーケティングに関わる者にとって必携の１冊といえる」
　多くの優れたマーケティング関連の書籍が発行され
る中、研究書ではなく、テキストが学会の大賞を受賞
したということは画期的かと思います。日本マーケティ
ング学会の学会員の皆さまをはじめ、本書の出版にご
尽力いただいた学習院大学の澁谷覚教授や共著者、
碩学舎ならびに中央経済社の
皆さまに、改めて感謝いたし
ます。
　本書を読まれた学生や企業
の皆さまが、デジタル・マー
ケティングの基礎理論を身に
つけ、ますます進展するデジ
タル社会でご活躍されること
を望んでいます。

デジタル社会のマーケティングの基礎理論

神戸大学大学院経営学研究科市
場科学専攻博士課程後期課程修
了。博士（商学）。ワールド、ムジ・
ネット取締役、立命館大学経営
学部教授を経て、2010年より現
職。専攻はマーケティング論、ユー
ザー・イノベーション論。

Nishikawa Hidehiko

① 2019年日本心理学会学術大会【優秀発表賞】／公益社団法人日本心理学会

②第11回錯視・錯聴コンテスト【グランプリ】、【入賞】／錯視・錯聴コンテスト審査委員会

②作品名「分裂線錯視」（グランプリ）、作品名「格子のないきらめき格子錯視」（入賞）
受賞内容 ①発表題目「分裂線錯視：格子錯視の一変種の報告とその知覚特性についての検討」

CITS 2019【Best Paper Award】／
IEEE Communications Society

受賞内容 論文『Switch Fault Tolerance 
in a Mirrored K-Ary N-Tree』

松野 響李 亜民 経済学部国際経済学科 准教授情報科学部コンピュータ科学科 教授

新しい格子錯視の発見

　Fat-tree and Clos network are the commonly used 
topologies of the interconnection networks in current 
large-scale parallel computers. They provide high path 
diversity but meanwhile require a higher number of switches 
and have a greater packet latency than other low cost 
multistage interconnection networks. A Mirrored K-Ary 
N-Tree (MiKANT) network is a variant of fat-tree aimed 
at reducing hardware cost and packet latency. MiKANT 
doubles the number of compute nodes of the fat-tree by 
adding a few switches and making all the switches have a 
same radix. Fig. 1 shows a MiKANT(k,n) with k=3 and 
n=3.
　The purpose of fault tolerant routing is to find a routing 
path from source node to destination node with high 
probability in a system with switch or link faulty. We 
proposed three fault tolerant routing algorithms: one-port 
algorithm, all-port algorithm, and go-back algorithm.
　We have evaluated the performance of these algorithms 
through simulations. The network is a MiKANT(4,5) with 
2,048 switches and 2,048 compute nodes. Some switches 
are marked as faulty randomly. For each routing, we 
randomly select two distinct compute nodes as the source 

and destination, respectively.
　Fig. 2 shows the successful routing rat ios of the 
algorithms with the switch faulty rate ranging from 0% to 
100%. We can see that the go-back-three algorithm has 
better performance than others. Obviously, if the switch 
connected to the source node or destination node is faulty, 
for any algorithm it is impossible to perform the routing 
successfully. The curve labeled with "S/D switch faulty" 
shows the ratio of such a case.
　Fig. 3 shows the average path length when the routing is 
successful. The reason why the average path length becomes 
short when the switch faulty rate is high is that in such high 
faulty rate, only the routing can be successful between two 
nodes that have a short distance between each other.
　Fat-tree is widely used in recent designs of supercomputers. 
As a variant of fat-tree, the MiKANT network can achieve 
high performance at low implementation cost. The proposed 
three simple fault tolerant routing algorithms are deadlock-
free and can find a path between source and destination 
nodes at high probability. The future research work may 
include the link fault tolerant routing in MiKANT and 
implementation of MiKANT on a chip.

Switch Fault Tolerance in a Mirrored K-Ary N-Tree

Graduated and got a Ph.D degree 
from Tsinghua University. After 
working at Tsinghua University 
and the University of Aizu, he 
became a professor at the Faculty 
of  Compute r and I nfo rmat ion 
Sciences, Hosei University in April 
2000.

LI Yamin

受賞対象の著書

経営学部

経済学部

文学部

情報科学部

京都大学総合人間学部卒業、同
大学院理学研究科修士課程・博
士後 期 課 程 修 了（ 理 学 博 士）。
2012年より本学経済学部准教授
に着任、現在に至る。研究分野
は比較認知科学、実験心理学。

Matsuno Toyomi

記事の詳細はブランディングサイト
「法政フロネシス」に掲載しています。

記事の詳細はブランディングサイト
「法政フロネシス」に掲載しています。

記事の詳細はブランディングサイト
「法政フロネシス」に掲載しています。 記事の詳細はブランディングサイト

「法政フロネシス」に掲載しています。

格子のないきらめき格子錯視

Fig. 1. A Mirrored 3-ary 3-tree

※三つの図の詳細はブランディングサイト「法政フロネシス」にてご確認ください。

※二つの図の錯視が見えづらい場合は、より鮮明な図をブランディングサイト「法政フロネシス」にてご確認ください。

Fig. 2. Successful routing ratio on switch faulty Fig. 3. Average path length on switch faulty

分裂線錯視
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第12回日本ロボット学会【功労賞】／一般社団法人日本ロボット学会

受賞内容 業績「RO-MAN の運営に対する貢献」

赤松 佳珠子小林 尚登 デザイン工学部建築学科 教授デザイン工学部システムデザイン学科 教授

　法政大学のデザイン工学部建築学科には、社会にお
ける実践的な設計活動と大学での教育活動の両方に携
わっている教員が多く在籍しています。研究活動、教
育活動、設計活動を横断的に行うことでさまざまな知
見を学生たちに伝え、問題抽出から課題解決、実践的
思考などを深める教育を実践しており、その幅の広さ
が大きな特徴であり魅力の一つであるといえるかもしれ
ません。
　ご紹介する三つのプロジェクトは、おのおの規模や
用途、機能などが全く異なります。ただ、建築の設計
において共通しているのは、その場所に対する固有性
を持ち、必ず人々のアクティビティーが関係し、さまざ
まな意味で周辺環境に影響を与えていることです。
　「京都外国語大学新 4 号館」（京都市）はラーニング
センターです。学生たちのさまざまな活動をサポートす
る場として座れる大階段、吹き抜け周りのカウンター、
自由に使える家具などを点在させました。

　「アストラムライン新白島駅」（広島市）は、新交通シ
ステム・アストラムラインと、既存の JR の高架駅とをつ
なぐための乗換駅です。非常に交通量の多い国道の中
州という特殊な場所に敷地があり、都市の新しい結節
点をどのように作り出すのかを模索しました。
　「渋谷ストリーム」（東京都）は、東横線渋谷駅跡地
という渋谷を象徴する場所の巨大再開発プロジェクトで
す。渋谷川、JR、東横線、明治通り、首都高が交わる
複雑な都市のただ中に、「かつて地上にあった渋谷駅」
の記憶を継承し、鉄道高架という土木遺構や渋谷川を
取り込みながら、渋谷らしさを生かした場所としました。
　建築の設計は、さまざまな条件や要望、コスト、期間な
ど多くの事柄が複雑に絡み、決して同じではなく、広く
文化や経済、思想にまでかかわる奥行きの深い思考を
伴います。社会と直接関わる設計活動を行っているから
こそ学生たちに伝えることができる事柄を、大学での
教育にしっかりと生かしていけるようにと考えています。

建築の設計実務と大学教育

1990年日本女子大学家政学部
住居学科卒業後、シーラカンス
アンドアソシエイツ（後の C+A、
CAt）に加わる。2002年よりパー
トナー。2013年デザイン工学部
建築学科准教授に着任、2016年
より教授、現在に至る。

Akamatsu Kazuko

　2019年９月に日本ロボット学会から第12回ロボット学
会功労賞（RO-MAN の運営に対する貢献）をいただき
ました。この場をお借りして経緯などを記させていただ
きたいと存じます。
　私の専門は制御工学およびロボット工学です。ある
時、そのような「ロボット（高度な知的機械）」と「人間」
の関係は良く考える必要があるのではと思いました。
　尊敬する先輩たちと新しい研究分野を作ろうというこ
とになり、最年少の私が新分野の国際会議をスタート
させることになりました。今から約30年前のことでした。
　紆余曲折を経て、1992年に「RO-MAN」という略
称の国際会議を法政大学多摩キャンパスにある百周年
記念館で開催することができました。現在の正式名称
は「IEEE International Conference on Robot and 
Human Interactive Communication」です。
　「国際性」と「学際性」を目指し、毎年世界各地で
開催する会議ですが、最初の10年間は目標からはほど

遠いものでした。その
後、状況は徐々に好転
し、現在は教育学、認
知科学などの優秀な研究者が数多くこの会議に参加し
ています。2017年にはニューヨークで 25周年記念大会
を開催することができました。
　この国際会議を通じて、いろいろな分野の人 と々お話
しさせていただき、私が強く感じたことがあります。研
究分野にはそれぞれの「独特の文化」があり、多くの
研究者はその「独特の文化」が「宇宙で、普遍で唯一
なもの」であると信じて、「他の文化」に否定的である
ことです。これは、私自身も深く反省した点であり、現
在も常に戒めている点です。
　私は「学際性」と「国際性」をもった RO-MANと
いう国際会議の運営を通して、自分の立ち位置を再認
識することができ「無知の知」を得ることができたこと
に感謝しています。

国際性と学際性

早稲田大学理工学部電気工学科
卒業、同大学院理工学研究科電
気工学専攻博士後期中退。工学
博士。1984年より工学部専任講
師、1992年よりデザイン工学部
教授。日本学術会議連携会員、
計測自動制御学会副会長などを
歴任。IEEE Life Fellow。

Kobayashi Hisato

APACM Award for Senior Scientists ／APACM（The Asian Pacific Association for Computational Mechanics）

受賞内容 業績「アジア太平洋地域の計算力学への多大な貢献（指名時65歳以上の人に授与）」

渡邉 竜一竹内 則雄 デザイン工学部都市環境デザイン工学科 特任・任期付講師デザイン工学部システムデザイン学科 教授

　JR 熊本駅から観光列車である A列車に乗って約40
分、終着駅が三角駅です。列車を降りて駅に着くと、
90年代にできた海のピラミッドと大きな駐車場の風景が
整備前の状況でした。地域の方々がイベント活用でき、
駅から天草方面へのフェリーの乗り換え待ちの観光客
が滞在できる公園、駅前空間へ整備しようというのが、

「三角港港湾海辺空間創造工事」です。本プロジェクト
は、その整備の中の三角駅からフェリー乗り場までを誘
導するための通路キャノピーです。平面を描くと自然と
円弧になるキャノピーを、いかにシンプルに設計するか
を追求しました。
　設計条件は、三角駅からの海への眺望を遮らない高
さに屋根を設定すること、将来のバス停留所の屋根を
兼用する可能性を考慮し、天井高 4.5mとすること以外
は自由でした。海のピラミッドの幾何学的な強い造形、
有機的な天草のしまなみの曲線の風景とのバランスか
ら、シンプルでフラットな屋根とし、支柱には鋳鋼を採

用。2ピースをネジ込みで接合し、上部は放物線形状に
機械加工、下部は鋳肌を残しつつ地面になじむ形状と
することで、支柱と地面がやわらかく有機的に接続しま
す。支柱頂部に光学ガラスの照明を設置、支柱に鋳鋼
を採用し、港の風景を演出することとしました。夜の蒼
く暗い海辺の風景の中で、支柱の照明が点状に連続す
る静かな風景を想像したからです。昼間は、反対に支
柱が地面から重厚感を持ってそびえ、屋根が浮いてい
ます。
　構造システムとしては、支柱頂部をピンにして、円弧
の平面線形を利用して、柱を内側に偏心させ、全体で
構造をバランスさせるリングガーダ−のような構造です。
遠景からは規則正しい列柱とシンプルな円弧が海のピ
ラミッドを含んだ港の風景と調和します。反対に歩行空
間としては支柱の通り芯が互い違いに偏心していること
で、支柱が不規則に体感され、多様な変化に富んだ空
間となります。

三角港キャノピー（まちなか広場賞）

1976年山梨県生まれ。東北大学
工学部建築学科卒業、同大学院
工学研究科都市建築学専攻修士
課程修了。2012年よりネイ& パー
トナーズジャパン代表取 締役。
2017年よりデザイン工学部都市
環境デザイン工学科特任・任期
付講師。

Watanabe Ryuichi

　私の研究内容は計算力学に基づき、さまざまな現象
をシミュレーションにより解明することです。最近、新
型コロナウイルスの関係で、理化学研究所が次世代スー
パーコンピュータ「富岳」を用いて解析した、会話や咳
などの際の飛沫の拡散状態に関する結果が TV などで
公開されています。これは、物理法則に基づいて計算さ
れた結果を CG（コンピュータ・グラフィックス）により可
視化したもので、計算力学を用いた応用例といえます。
このような結果を通して、感染防止対策の方法が見えて
くるわけです。この例のように、計算力学は、一つ一つの
課題の本質を見極め、課題の解決を図る学問といえます。
　私の研究室では、計算力学の利用方法や新しい手法
の開発を行っています。地滑りなどの地盤災害への計算
力学の応用もその一つです。滑りといった不連続な現象
を解明する必要がありますが、東京大学の川井忠彦先
生が開発した手法を学ぶ機会を得て、地盤災害に応用
することで、安全性を照査する方法を開発しました。現

在は、健全な状態から、破壊が進み、崩壊状態となっ
た後、崩れていくという現象をシームレスに解析できる

「マルチステージ破壊シミュレーション」手法の開発を進
めています。また、生体力学に応用し、関節の接触シミュ
レーションも行っています。
　自然災害を未然に防ぐには限界があり、避難シナリオ
を作成して事前に訓練しておくことが大切です。いくつか
のシナリオを作成し、AI（人工知能）により効果的な避
難行動について検討するといった研究も進めています。
　これまでの計算力学への貢献に対して、2019年12 月
に、APACM （The Asian Pacific Association for 
Computational Mechanics）より、「APACM Award for 
Senior Scientists」を授与されました。これは 3 年に1回、
アジア太平洋地域において計算力学に多大な貢献をした
受賞時点で65歳以上の人に対して贈られる賞です。これ
までの計算力学に関わる活動や研究に対してひとまず評
価いただけたと感じています。

理論力学・実験力学と計算力学

中央大学理工学部土木工学卒
業、同大学院理工学研究科土木
工学博士前期課程修了。工学博
士。東京大学助手、明星大学教
授を経て 1999年工学部土木工学
科 教 授に着 任。2008 年理工学
部機械工学科教授、2014年より
現職。

Takeuchi Norio

① 2019（令和元）年・第 7回京都建築賞【最優秀賞】／一般社団法人京都府建築士会

② International Architecture Awards 2019【Transportation】／ The Architecture Community

③・日本空間デザイン賞 2019【大規模商業空間部門銀賞】／一般社団法人日本空間デザイン協会＆一般社団法人日本商環境デザイン協会
　・第64回鉄道建築協会賞【特別賞】／一般社団法人鉄道建築協会
　・2019年度グッドデザイン賞【ベスト100】／公益財団法人日本デザイン振興会

受賞内容 ①作品「京都外国語大学新 4 号館」、②作品「アストラムライン新白島駅」、③作品「渋谷ストリーム」

①平成30年度第5回青葉工業会奨励賞／青葉工業会（東北大学工学部同窓会）

②第5回「まちなか広場賞」【奨励賞】／一般社団法人国土政策研究会（公共空間の［質］研究部会）

③ 2019年度長崎市都市景観賞【公共施設部門都市景観賞】／長崎市都市景観賞表彰実行委員会

受賞内容 ①業績「出島表門橋および架橋プロセスのデザイン」②作品「三角東港広場羽末の公園（うみのこうえん）」
③作品「出島表門橋・出島表門橋公園（江戸町）」

デザイン工学部

デザイン工学部

デザイン工学部

デザイン工学部

記事の詳細はブランディングサイト
「法政フロネシス」に掲載しています。

記事の詳細はブランディングサイト
「法政フロネシス」に掲載しています。

記事の詳細はブランディングサイト
「法政フロネシス」に掲載しています。

記事の詳細はブランディングサイト
「法政フロネシス」に掲載しています。

（C）ToLoLo studio

多摩キャンパス百周年記念館で行わ
れた「RO-MAN'92」の様子
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第4回（2018年度）日本セラミックス協会フェロー表彰／公益社団法人日本セラミックス協会

受賞内容 業績「気相法、液相法を用いて種々の機能性セラミックスナノ粒子を創製」

金井 敦石垣 隆正 理工学部応用情報工学科 教授生命科学部環境応用化学科 教授

　①の受賞について：今日、膨大な IoT（Internet of 
Things）デバイスがインターネットに接続されています。
IoT デバイスは汎用コンピュータと異なり、完全に BOT

（作業を自動化するプログラム）感染を防止、検知する
のが難しい状況です。そこで、個々のデバイスではな
く、トラヒック（ネットワークを流れる情報）を観察す
ることにより、悪性のトラヒックを検知する方式を提案
しました。本研究で提案しているのは、インターネット
利用時には必ず使用し、比較的シンプルな構造の DNS

（Domain Name System）プロトコルを観察することに
より、悪性なトラヒックを検知する手法です。
　具体的には、DNS パケットの中のいくつかの特徴量
を抽出し、ランダムフォレストという機械学習法（人工
知能の一種）を用いて、BOTが利用した DNSトラヒック
を検知できるかどうかを検証。その結果、非常に効率
よくかつ高い正確さで検知できることを示しました。
　 ② の 受 賞について：電子 情 報 通 信学会は、 日

本 の 電 気 電 子 分 野 お よび ICT（Information and 
Communication Technology、情報通信技術）分野で
日本最大と言える学会です。六つのソサイエティ（団体）
があり、そのうち４ソサイエティが和文、英文でＡ（基礎・
境界）、Ｂ（通信）、Ｃ（エレクトロニクス）、Ｄ（情報・
システム）分冊にした論文誌を発行しています。
　電子情報通信学会は日本の学会の中で、純粋な英語
論文誌を出している貴重な学会であり、日本の学会が
発行する論文の中で数少ないインパクトファクター（文
献に引用された頻度を測る指標）が付く要件を満たし
ている論文誌です。各論文誌は詳細な分野ごとに特
集が組まれることがあり、通常の編集体制とは異なり、
特集ごとに編集体制が組まれます。
　本表彰は、情報・システムソサイエティが発行してい
る英文論文誌Ｄ分冊の特集号『 情報通信システムセ
キュリティ特集号』の編集長、編集幹事、および通常
論文の編集委員会幹事を務めたことによる功績です。

安心安全なネットワーク社会を目指して

東北大学大学院工学研究科情報
工学博士前期課程修了。博士（情
報科学）。2008 年より法政大学
理工学部応用情報工学科教授に
就任。専門は情報ネットワーク、
セキュリティ。電子情報通信学会
シニア会員、情報処理学会シニ
ア会員、IEEE Senior Member。

Kanai Atsushi

　私は、茨城県つくば市にある国立研究所で、セラ
ミックス材料の気相合成に関する研究を開始しました。
2009年に法政大学に移ったのを転機として、水溶液プ
ロセスを利用したセラミックス材料合成にも取り組んで
います。
　1 万度以上の高温プラズマ中の非常に小さなナノサイ
ズ粒子（1 ナノメートルは10のマイナス9 乗メートル）の
気相合成では、気相から微粒子として凝縮するときの
急冷効果が顕著です。
　ある温度で本来的に安定に存在する物質に加えて、
特別な条件によってできる物質が生成します。材料科学
の言葉で表現すると「非平衡相物質が生成」となります。
　非平衡相物質の合成そのものに加え、生成メカニズ
ムの探求も重要です。非平衡相物質がなぜ生成するの
か解明できれば、私たちにとって役に立つ特性を持っ
た材料合成につながります。
　現在は、液相化学反応により微粒子を合成していま

す。例えば、酸化亜鉛の微粒子を合成するときには、
塩化亜鉛、硝酸亜鉛などを水に溶かします。この水溶
液の pH を上昇して塩基性にしたのち、少し加熱すれ
ば結晶性の酸化亜鉛が生成します。
　図は、さまざまな形態の酸化亜鉛微粒子を示したも
のです。原料濃度、反応温度により、微粒子の粒径、
形態が変化します。複数の試薬を加えるときは、どちら
を先に加えるかに
よって生成物に差
が生じることもあ
ります。結晶成長
の多様性を掘り下
げて、高機能物質
の合成に取り組む
のは大変にエキサ
イティングです。

日本セラミックス協会フェロー表彰

東京大学大学院工学系研究科
工業化学専攻博士課程修了。
工学博士。科学技術庁無機材
質研究所（現 国立研究開発法
人 物質・材料研究機構）を経
て、2009年より現職。2016～
2018年生命科学部長。専門は、
セラミックス材料科学。

Ishigaki Takamasa

滝沢 誠吉田 政幸 理工学部創生科学科 教授スポーツ健康学部スポーツ健康学科 准教授

　分散システムは、複数のコンピュータが互いにネッ
トワークでメッセージ通信を行いながら、ある目的を
達成するように協調動作を行うシステムです。近年は、
クラウドコンピューティングシステム、IoT（Internet of 
Things）のようにシステムが大規模化し、これに伴い
システムで消費される電力も増大してきています。法政
大学に 2013年に赴任してからは、研究室の大学院生、
学部 4年生らと、情報システムで消費される電力を、ソ
フトウエアの観点で低減する研究に従事しています。
　2019年7月に、IEEE Computer SocietyのTechnical 
Committee on Distributed Processing （TCDP）か
ら「Outstanding Service Award」を受賞しました。
　TCDP は、IEEE の Computer Society の中で、コ
ンピュータネットワーク、分散システム、IoT、これ
らの応用についての研究会です。本分野にまつわる
数々の国際会議を主催し、中でも国際会議 ICDCS 

（International Conference on Distributed Computing 

Systems）は、本分野のプレステージの国際会議です。
　 私 は 論 文 を 発 表 す る ととも に、ICDCS-1998

（Amsterdam、1998）にてProgram Chair、ICDCS-2002
（Vienna、2002）では General Chair を務めました。
　また、2003年から2008年まで 2 期にわたり、IEEE 
Computer Society の BoG （Board of Governors）の
メンバーに選出され、学会の運営も国際的に行ってきま
した。
　こうした業績が評価され、
今回の受賞となりました。本
賞は、TCDPでも数人が受
賞しているだけで、日本人と
しては初めての受賞でもあり
ます。

大規模な分散システムの国際的な研究

　毎年、北米スポーツマネジメント学会は一定の資格
要件を満たした研究者にリサーチフェロー賞を授与して
います。29歳で大学教員になった私は、リサーチフェ
ロー賞の獲得を30 代の目標として掲げ、40歳となった
2019 年に目標を達成することができました。
　リサーチフェローになるためには（1）15 編以上の査
読付き論文を有し、そのうち少なくとも3 編は学会誌の
Journal of Sport Management の論文であること、（2）
北米スポーツマネジメント学会で少なくとも6 件の発表
を行い、他の学会発表と併せた合計が 20件以上であ
ること、という二つの条件を満たす必要があります。
　2019年までに35編の査読付き論文を発表（うち6 編
はJournal of Sport Managementに掲載）するとともに、
国際学会で23件の口頭発表（うち15件が北米スポーツ
マネジメント学会での口頭発表）を行いました。論文数
は問題なかったのですが、国際学会での発表に手間取
り、受賞までに長い期間を要しました。

　これまでに発表してきた論文の中で、学会に大きな
影響を与えたものは 2014 年の論文です。この研究は
スポーツファンが試合運営に協力したり、他の観戦者と
助け合ったり、たとえ応援するチームが成績不振に陥っ
ても、寛容な姿勢で応援したりするような「非商業的な
エンゲージメント行動」の存在を明らかにしました。
　現在、新型コロナウイルスの感染拡大でスポーツファ
ンも行動変容が求められています。こうした状況下にお
いて、ファンエンゲージメントという協力的な観戦者行
動はその重要性をより一層高めています。
　現在はウェルビーイングをテーマに研究を行っていま
す。国際連合が発表した SDGs（持続可能な開発目標）
の 3 番目の開発目標「すべての人に健康と福祉を」のも
と、ウェルビーイングとスポーツ観戦の関係性を科学的
に解明することで、スポーツ観戦が人々にとって単なる
娯楽でなく、人生において必要不可欠な人間的営みで
あることを証明したいと考えています。

スポーツマネジメントのリサーチフェロー賞

1979年新潟県生まれ。筑波大学
体育専門学群卒業、同大学院体
育研究科修士課程修了。米国フ
ロリダ州立大学スポーツマネジメ
ント学科博士課程修了。博士（ス
ポーツマネジメント）。2017年より
現職。専門分野はスポーツ科学。

Yoshida Masayuki

① GCCE2019（2019 IEEE 8th Global Conference on Consumer Electronics）Excellent Paper Award 【Outstanding Prize】／
　 IEEE Consumer Electronics Society
②令和元年度情報・システムソサイエティ活動功労賞／電子情報通信学会

受賞内容 ①論文『Detection of Malicious Communication Using DNS Traffic Small features』／共同執筆者：向後宗一郎（学生）
②業績「情報通信システムセキュリティ特集号編集委員長・編集幹事および英文論文誌編集幹事としての貢献」

TCDP Awards【2019 Outstanding Service Award】／
IEEE Computer Society Technical Committee on Distributed Processing (IEEE TCDP) 

受賞内容 業績「分散処理分野の進歩に貢献」

リサーチフェロー賞（Research Fellow Award）／
北米スポーツマネジメント学会（North American Society for Sport Management）

受賞内容 業績「Team identification, fan loyalty, engagement behavior in the sport context」：
スポーツマネジメント関連の研究成果が一定の基準を満たしたことに対する表彰

受賞記念の盾

生命科学部

理工学部

理工学部

スポーツ健康学部

記事の詳細はブランディングサイト
「法政フロネシス」に掲載しています。

記事の詳細はブランディングサイト
「法政フロネシス」に掲載しています。

記事の詳細はブランディングサイト
「法政フロネシス」に掲載しています。 記事の詳細はブランディングサイト

「法政フロネシス」に掲載しています。

東北大学工学部応用物理学科卒
業、同大学院工学研究科応用物
理学専攻博士前期課程修了。工
学博士。2013年より理工学部創
生科 学 科 教 授に着 任、現在に
至る。情報処理学会理事、フェ
ロー。IEEE Computer Societyの
Board of Governors。

Takizawa Makoto

水溶液法により合成した多様な形態の
酸化亜鉛微粒子
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が
き
め
細
か
く
指
導
し
、
毎
年
現
役
合
格

者
を
輩
出
し
て
い
ま
す
。

　
公
務
員
採
用
試
験
対
策
に
つ
い
て
は
、

公
務
人
材
育
成
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
「
公
務

員
講
座
」
が
開
設
さ
れ
、
学
年
に
応
じ
た

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
よ
り
徹
底
し
た
学
習
指

導
を
行
っ
て
い
る
他
、
キ
ャ
リ
ア
セ
ン

タ
ー
で
も
公
務
員
試
験
ガ
イ
ダ
ン
ス
や
省

庁
・
自
治
体
を
招
い
て
の
公

務
員
業
務
説
明
会
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
支
援
行
事
を
展
開

し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
取

り
組
み
に
よ
り
、
毎
年
多
数

の
公
務
員
内
定
者
を
輩
出
、

「
公
務
員
に
強
い
法
政
大
学
」

を
印
象
付
け
て
い
ま
す
。

　
本
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ

り
、
両
講
座
と
も
春
学
期
か

ら
ウ
ェ
ブ
講
座
に
変
更
し
て

実
施
し
て
い
ま
す
。
通
常
は

対
面
で
行
う
講
師
と
の
個
別

相
談
や
面
接
練
習
会
、
各
種

ガ
イ
ダ
ン
ス
な
ど
も
ウ
ェ
ブ

会
議
ツ
ー
ル（
オ
ン
ラ
イ
ン
）

や
動
画
コ
ン
テ
ン
ツ
を
積
極

的
に
活
用
し
、
平
常
時
と
同

等
の
支
援
を
継
続
し
て
い
ま

す
。

　
今
後
は
、
対
面
、
ウ
ェ
ブ

そ
れ
ぞ
れ
の
メ
リ
ッ
ト
を
最

大
限
に
活
か
し
な
が
ら
、
各

種
試
験
対
策
を
よ
り
強
化
し

て
い
く
予
定
で
す
。

験
対
策
の
た
め
の
環
境
が
整
っ
て
い
ま

す
。

　
本
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
拡
大
防
止
の
た
め
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に

よ
る
授
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
３
年
次

必
修
科
目
の
「
刑
事
訴
訟
実
務
の
基
礎
」

で
は
、
授
業
の
集
大
成
と
な
る
交
互
尋
問

（
模
擬
裁
判
）
に
つ
い
て
、
教
育
効
果
を

高
め
つ
つ
、「
密
」
を
回
避
す
る
た
め
、

法
廷
教
室
を
中
心
に
、
教
室
で
の
対
面
と

オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
方

式
」
に
て
２
日
間
実
施
し
ま
し
た
。
全
体

打
ち
合
わ
せ
の
後
、
担
当
の
役
割
（
裁
判

官
、
検
察
官
、
弁
護
人
、
傍
聴
人
）
ご
と

に
教
室
に
分
か
れ
て
、
ビ
デ
オ
会
議
シ
ス

テ
ム
を
介
し
、
ス
ク
リ
ー
ン
を
見
な
が
ら

模
擬
裁
判
を
行
い
ま
し
た
。
教
室
は
分
散

し
て
い
る
も
の
の
、
担
当
教
員
の
指
導
の

も
と
、
緊
張
感
を
共
有
し
な
が
ら
全
員
が

法
曹
三
者
の
役
割
を
順
々
に
体
験
す
る
こ

と
で
、「
こ
れ
ま
で
学
ん
で
き
た
刑
事
訴

訟
法
が
、
実
際
の
事
件
で
ど
の
よ
う
に
適

用
さ
れ
る
の
か
実
感
す
る
こ
と
が
で
き

た
」
と
参
加
し
た
学
生
に
は
と
て
も
好
評

で
し
た
。

　
公
認
会
計
士
試
験
対
策
に
つ
い
て
は
、

高
度
会
計
人
育
成
セ
ン
タ
ー
（
次
ペ
ー
ジ

参
照
）
に
よ
る
「
会
計
専
門
職
講
座
」

（
H
o
s
e
i 

A
c
c
o
u
n
t
i
n
g 

P
r
o
f
e
s
s
i
o
n 
P
r
o
g
r
a
m
：

通
称
H
A
P
P
）
が
開
設
さ
れ
て
い
ま

す
。
簿
記
初
学
者
で
も
無
理
な
く
学
べ
る

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
も
と
、
卒
業
生
を
中
心

と
し
た
公
認
会
計
士
資
格
を
持
つ
講
師
陣

　
本
学
で
は
、
学
生
の
希
望
に
応
じ
た
資

格
取
得
や
採
用
試
験
突
破
を
支
援
す
る
多

彩
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
用
意
し
、
キ
ャ
リ
ア

形
成
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。
中
で
も

難
関
試
験
と
い
わ
れ
る
司
法
試
験
、
公
認

会
計
士
試
験
に
つ
い
て
は
、
正
規
の
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
と
は
別
に
資
格
取
得
支
援
の
た

め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　
司
法
試
験
を
受
験
す
る
に
は
、
法
科
大

学
院
を
修
了
す
る
か
、
予
備
試
験
に
合
格

し
て
受
験
資
格
を
得
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
本
学
の
法
科
大
学
院
（
専
門
職
大
学

院
法
務
研
究
科
法
務
専
攻
）
で
は
、
優
れ

た
教
授
陣
に
よ
る
少
人
数
教
育
、
先
進
的

な
実
務
教
育
、
多
様
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と

高
度
な
設
備
に
よ
り
、
現
代
社
会
の
複
雑

な
法
律
問
題
に
対
応
で
き
る
法
曹
を
養
成

し
て
い
ま
す
。
法
学
部
法
律
学
科
で
は
法

曹
コ
ー
ス
を
設
置
し
、
法
科
大
学
院
と
連

携
し
た
一
貫
教
育
を
行
っ
て
お
り
、
条
件

を
満
た
せ
ば
大
学
入
学
か
ら
最
短
5
年
で

法
科
大
学
院
を
修
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　
ま
た
、
学
部
か
ら
法
科
大
学
院
へ
の
進

学
を
念
頭
に
置
き
つ
つ
、
司
法
試
験
に
合

格
す
る
学
力
の
修
得
支
援
と
し
て
、
公
務

人
材
育
成
セ
ン
タ
ー
（
次
ペ
ー
ジ
参
照
）

が
「
法
職
講
座
」
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

法
職
講
座
か
ら
法
科
大
学
院
へ
と
つ
な
が

る
体
制
に
よ
り
、
よ
り
効
果
的
な
司
法
試

難
関
試
験
突
破
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
本
学
の
取
り
組
み

資格取得、キャリアアップを応援する、本学の奨学金制度

これから在学中に何か資格を取得したいと思われている方は、
ぜひこれらの奨学金の給付を受けられるよう、上記試験合格に向けて積極的にチャレンジしてください。
奨学金についての詳細は、下記の各キャンパス学生センター奨学金担当窓口までお問い合わせください。

奨学金額　20万円（2021年度より5万円に変更されます）
対象　当該年度中の合格者全員（年間休学者を除く）
応募・ 採用条件　在学生のうち、気象予報士試験、行政書士試験、
高度情報処理技術者試験（プロジェクトマネージャ試験、システムアー
キテクト試験、ITストラテジスト試験、ITサービスマネージャ試験、エン
ベデッドシステムスペシャリスト試験、データベーススペシャリスト試験、
ネットワークスペシャリスト試験、システム監査技術者試験）、情報処
理安全確保支援士試験、社会保険労務士試験、税理士試験（複数科
目合格者に在学中1回のみ給付）、中小企業診断士試験、通訳案内士
試験、不動産鑑定士試験に合格した者
申請方法　申請書、各試験の合格証書のコピー、本人名義の通帳のコ
ピーを所属キャンパスの学生センターに持参または郵送で提出してくだ
さい。詳しくはHoppiiのウェブ掲示板をご覧ください。
申請期間　2021 年2 月15日（月）17:00必着
ただし、気象予報士試験で2021年3月に合格発表があった方は 3月19
日（金）17:00必着
給付時期　2021年3月末を予定しています。
ただし、気象予報士試験で 2021年 3月に合格発表があった方は、４月
下旬を予定
その他　複数の試験に合格した場合は、それぞれの試験について奨励
金を給付します。ただし、「高度情報処理技術者試験」内で複数の試
験に合格した場合でも、給付は在学中 1回のみです。また、「高度情報
処理技術者試験」と「情報処理安全確保支援士試験」の両方に合格し
た場合でも、在学中１回のみの給付とします。
　2020年度に税理士試験（全科目）に合格し、「開かれた法政 21」奨学・
奨励金指定試験合格者奨励金を受給する方は、L・U キャリア・アップ
奨励金を併せて受給することはできません。

L・U 奨学金
L・U キャリア・アップ奨励金

　本学では、さまざまな特色ある奨学金制度を設け、学生の皆さんが
意欲的に勉学に励み、充実した学生生活を過ごせるよう応援しています。
　今回紹介する奨学金は、難関資格試験に合格した学部生（通信教育
部生を除く）を対象とした奨学金の①法政大学「開かれた法政21」奨学・
奨励金の指定試験合格者奨励金② L・U（リーディング・ユニバーシティ）
奨学金の L・U キャリア・アップ奨励金（いずれも返還義務のない給付
型の奨学金） です。
　二つの奨学金の詳細は、それぞれ次の通りです。

奨学金額　当該年度の授業料相当額（2021年度より給付額は 40
万円に変更されます）
対象　当該年度中の合格者全員（年間休学者を除く）
応募・採用条件　在学生のうち、司法試験予備試験、公認会計
士試験、国家公務員採用総合職試験、税理士試験（全科目合格）、
弁理士試験、司法書士試験に合格した者
申請方法　申請書、各試験の合格証書のコピー、本人名義の通帳
のコピー、学生証のコピーを持参または郵送で次の担当に提出して
ください。詳しくは Hoppii のウェブ掲示板をご覧ください。

〈司法試験予備試験〉学務部学部事務課法学部担当
〈公認会計士試験〉学務部学部事務課経営学部担当
〈国家公務員採用総合職試験〉キャリアセンター市ケ谷事務課
〈上記以外の試験〉各キャンパスの学生センター
申請期間　2021年3 月3日（水）17:00必着
ただし、弁理士試験（全科目）合格者は3月19日（金）17:00必着
給付時期　2021年3 月末を予定しています。
ただし、弁理士試験（全科目）合格者は4月下旬を予定

法政大学「開かれた法政21」奨学・奨励金
指定試験合格者奨励金

TEL. 
TEL. 
TEL. 

03-3264-9486
042-783-2151
042-387-6011

学生センター厚生課（外濠校舎１階）　
学生センター多摩学生生活課（EGG DOME2階）
学生センター小金井学生生活課（管理棟2階）　

市ケ谷
多 摩
小金井

お問い合わせ

　公務人材育成センターは、2011年4月、「公務を担う人材＝公務人材」
の育成を目的として設置されました。本センターでは公務員と法曹を公
務人材の中核に位置付け、これらを目指す本学学生を支援するために、

「公務員講座」「法職講座」を設置・運営しています。
　講座はそれぞれ、公務員試験、法科大学院入学試験の対策を柱とし
ていますが、試験対策にとどまらず、本学卒業・修了生で公務員や法曹
として活躍されている方々の協力も得ながら、有為な公務員と法曹の育
成を目指しています。

【公務員講座】公務員入門講座（1年次）、公務員基礎講座（2年次）、国家・
地方公務員上級職対策講座（3年次）を開講。学年に応じた学習カリキュ
ラムと徹底した指導が特色です。

【法職講座】司法試験合格を目指して、学部生の段階で学習しておくべ
きカリキュラムを提供し、基礎力を養成します。講義は、提携する外部
専門学校の講師や、本学卒業・修了の弁護士が担当し、学生個別の学
習・進路相談にも応じています。

※講座の内容は、年度によって変更になることがあります。

公務人材育成センター（公務員講座・法職講座） 高度会計人育成センター（会計専門職講座）

　高度会計人育成センターは、2014年4月、公認会計士、税理士など
の高度会計人を目指す学生の育成を目的として設置されました。
　本センターでは、全ての高度会計人に必要不可欠である簿記の資格
取得を目指す「会計専門職講座」を開設しています。市ケ谷、多摩の両キャ
ンパスでコースを設置し、日商簿記検定試験 3級から最終的には 1級に
合格する力がつくまで、卒業生の会計士を中心とした講師陣がきめ細か
く指導します。
　講座では、欠席した際のフォローとしてウェブサイトを通して自習でき
るシステムを設けている他、講師による個別面談や、「計算特訓」「公開
模試大会」などのイベントも開催しています。
　また、日商簿記検定1級の学習をしながら、本格的に公認会計士を
目指す学生のために、大手専門学校に「公認会計士接続コース」を設
置し、本センターのカリキュラムと連携した効率的かつ経済的な学びの
コースを準備しています。

※講座の内容は、年度によって変更になることがあります。

（左）「卒業生による公務員の
仕事相談会」の様子

（右）公務員講座内イベント
「国家公務員の仕事を知ろう」
の様子
※写真はいずれも昨年の様子

さまざまな資格・採用試験の中でも難関として知られる
司法試験、公認会計士試験、そして公務員採用試験。

本学のサポート体制を紹介します。

Challenge to Qualification 
Examinations

2020
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設立メンバーは全員、彌
いやとみ

冨仁研究室の同級生。左から谷洋
樹さん、伊東さん、新井颯人さん、茶山祐亮さん。
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適
切
な
デ
ー
タ
が
紛
れ
込
む
と
、
意
図
せ
ぬ

判
断
を
す
る
Ａ
Ｉ
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　
日
本
に
は
Ａ
Ｉ
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
を
専

門
と
す
る
研
究
者
や
企
業
が
ま
だ
少
な
く
、

各
社
が
コ
ス
ト
と
手
間
を
か
け
て
対
策
に
当

た
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。
そ
こ
で
、
社

会
に
安
心
・
安
全
を
提
供
す
る
た
め
に
、
オ

ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
や
ア
プ
リ
を
不
正
に
利
用

し
て
い
る
ユ
ー
ザ
ー
を
Ａ
Ｉ
技
術
で
い
ち
早

く
検
知
す
る
シ
ス
テ
ム
「
Ｓス

テ

ナ

ｔ
ｅ
ｎ
ａ
」
を

提
供
し
、
Ａ
Ｉ
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
に
関
す
る

研
究
・
啓
蒙
活
動
も
展
開
し
て
い
ま
す
。

大
学
で
知
っ
た	

	
	

	

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
の
深
さ
と
面
白
さ

　
小
学
生
の
頃
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
に

親
し
み
、
漠
然
と
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
や
ゲ
ー

ム
作
り
が
で
き
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

情
報
科
学
部
と
理
工
学
部
の
ど
ち
ら
を
受
験

す
る
か
で
悩
み
ま
し
た
が
、
ロ
ボ
ッ
ト
や
機

械
な
ど
物
と
の
結
び
付
き
が
強
い
印
象
の

あ
っ
た
理
工
学
部
を
選
び
ま
し
た
。

　
入
学
後
は
、
や
れ
ば
や
る
ほ
ど
広
く
深
く

な
っ
て
い
く
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
や
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
世
界
が
楽
し
く
て
、
一
時
は
体
調

を
崩
す
ほ
ど
四
六
時
中
パ
ソ
コ
ン
漬
け
の
生

活
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。
２
年
次
か
ら
は
、

自
分
の
視
野
を
広
げ
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

高
め
る
た
め
に
、「
セ※
１
キ
ュ
リ
テ
ィ
・
キ
ャ

ン
プ
」
に
参
加
す
る
他
、
他
大
学
の
学
生
と

一
緒
に
学
生
・
若
手
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
団
体

「
Ｃシ

ー

パ

ウ

ｐ
ａ
ｗ
」
を
設
立
し
て
、
勉
強
会
や
コ

ン
テ
ス
ト
な
ど
の
活
動
を
積
極
的
に
展
開
し

ま
し
た
。

　
小
金
井
キ
ャ
ン
パ
ス
で
特
に
思
い
出
に

残
っ
て
い
る
の
が
、
２
年
次
の
秋
に
図
書
館

に
設
置
さ
れ
た
ラ
ー
ニ
ン
グ
コ
モ
ン
ズ
で
す
。

ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
や
ス
ク
リ
ー
ン
な
ど
が

あ
っ
て
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
に
便
利
な
空
間
で

す
が
、
ま
だ
当
時
は
利
用
者
が
少
な
く
、
勉

強
や
開
発
コ
ン
テ
ス
ト
「
Ｈ※
２
ａ
ｃ
ｋ 

Ｕ
」
の

準
備
、
会
社
名
の
検
討
（
C
h
i
l
l
に
は

リ
ラ
ッ
ク
ス
す
る
と
い
う
意
味
が
あ
る
）
に

と
、
存
分
に
活
用
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

二
つ
の
要
素
を
組
み
合
わ
せ
て	

	

自
分
の
強
み
を
生
み
出
す

　
大
学
の
学
び
に
実
用
性
を
求
め
る
人
が
少

な
く
な
い
よ
う
で
す
が
、
数
学
や
プ
ロ
グ
ラ

ム
理
論
な
ど
基
礎
知
識
と
な
る
「
学
問
」
と
、

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
構
築
や
ゲ
ー
ム
作
り
な
ど
個

人
的
な
興
味
や
創
造
性
を
追
究
す
る
「
自
分

の
学
び
」
は
別
の
も
の
。
そ
の
二
つ
の
学
び

を
結
び
付
け
て
、
自
分
の
糧
に
し
て
い
く
の

が
、
本
来
の
大
学
の
学
び
だ
と
思
い
ま
す
。

　
エ
ン
ジ
ニ
ア
も
同
様
で
、
専
門
技
術
だ
け

で
な
く
、
そ
れ
を
生
か
せ
る
応
用
分
野
を
持

つ
こ
と
が
大
き
な
強
み
に
な
り
ま
す
。
３
年

次
の
研
究
室
選
び
で
は
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー

と
組
み
合
わ
せ
ら
れ
る
他
の
分
野
を
学
ぼ
う

と
考
え
、
医
療
＋
情
報
工
学
の
研
究
を
専
門

と
す
る
彌い

や
と
み冨
仁
先
生
の
知
的
情
報
処
理
研
究

室
を
希
望
し
ま
し
た
。

　
こ
の
研
究
室
に
は
留
学
生
が
多
く
て
グ

ロ
ー
バ
ル
な
雰
囲
気
が
あ
り
、
マ
シ
ン
環
境

も
充
実
し
て
い
て
、
学
部
・
大
学
院
の
計
４

年
間
、
か
け
が
え
の
な
い
時
間
を
過
ご
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
＋
Ａ

Ｉ
と
い
う
自
分
の
テ
ー
マ
を
確
立
で
き
た
の

も
、
国
際
学
会
の
発
表
で
賞
を
い
た
だ
け
た

の
も
、
仲
間
と
一
緒
に
起
業
で
き
た
の
も
、

す
べ
て
こ
の
研
究
室
の
お
か
げ
で
す
。

好
き
な
こ
と
を
や
り
通
す
に
は	

	

覚
悟
と
我
慢
が
必
要

　
日
本
は
、
米
国
や
中
国
に
比
べ
て
、
Ａ
Ｉ

技
術
の
実
用
化
が
遅
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

自
ら
が
研
究
界
と
産
業
界
の
橋
渡
し
役
と
な

り
、
役
に
立
つ
、
面
白
い
技
術
を
幅
広
く
世

の
中
に
届
け
た
い
と
考
え
、
就
職
で
は
な
く

仲
間
と
起
業
す
る
道
を
選
び
ま
し
た
。

　
好
き
な
こ
と
を
仕
事
に
し
て
い
ま
す
が
、

ス
ポ
ー
ツ
選
手
が
食
事
制
限
を
強
い
ら
れ
る

よ
う
に
、
好
き
な
こ
と
を
貫
く
に
は
面
倒
な

こ
と
、
苦
し
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
伴
い
ま
す
。

や
り
た
い
こ
と
が
あ
る
の
な
ら
、
学
生
の
う

ち
に
一
度
思
い
切
り
の
め
り
込
ん
で
み
て
、

面
倒
な
部
分
も
含
め
て
「
好
き
」
と
言
え
る

も
の
か
ど
う
か
見
極
め
る
こ
と
を
お
す
す
め

し
ま
す
。

　
世
界
中
で
研
究
が
同
時
に
進
行
す
る
中
で
、

最
先
端
の
技
術
を
追
い
続
け
る
の
は
大
変
で

す
が
、
社
会
の
変
化
を
先
取
り
で
き
る
こ
と

に
大
き
な
や
り
が
い
を
感
じ
て
い
ま
す
。
世

の
中
の
人
が
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
対
策
に
振
り

回
さ
れ
ず
、
本
来
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
や
も
の

づ
く
り
に
専
念
で
き
る
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら

も
研
究
と
ビ
ジ
ネ
ス
を
両
輪
に
好
き
な
こ
と

を
や
り
続
け
て
い
き
ま
す
。

Ａ
Ｉ
技
術
で
不
正
を
見
抜
き
、	

	

Ａ
Ｉ
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
を
追
究

　
従
来
の
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
の
基

本
は
「
絶
対
に
や
ら
れ
な
い
」
こ
と
で
し
た

が
、
現
在
は
防
御
と
攻
撃
の
い
た
ち
ご
っ
こ

状
態
で
、
攻
撃
を
１
０
０
％
回
避
す
る
の
は

今
や
不
可
能
で
す
。
そ
こ
で
、
Ａ
Ｉ
（
人
工

知
能
）
技
術
を
活
用
し
て
、
攻
撃
や
不
正
を

早
い
段
階
で
検
知
す
る
技
術
の
研
究
・
開
発

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
一
方
で
Ａ
Ｉ
技
術
は
多
大
な
可
能
性
を
秘

め
て
い
る
と
同
時
に
、
危
険
性
も
は
ら
ん
で

い
ま
す
。
従
来
の
サ
イ
バ
ー
攻
撃
は
、
基
本

的
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
経
由
で
な
さ
れ
ま
す

が
、
Ａ
Ｉ
に
対
し
て
は
、
例
え
ば
カ
メ
ラ
に

写
る
画
像
に
影
響
を
及
ぼ
す
細
工
を
道
路
標

識
に
し
て
、
制
限
速
度
の
30
キ
ロ
を
80
キ
ロ

と
勘
違
い
さ
せ
る
手
法
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま

す
。
ま
た
、
学
習
を
さ
せ
る
開
発
段
階
で
不

G
rad

uate Interview

4年次に、国際学会IEEE CSPA 2018で彌冨先生との共同研究を
発表し、Best Paper Award（最優秀論文賞）を受賞した。

※1 情報処理推進機構が実施する、学生向けの情報セキュリティーに関する高度な技術教育
※2 Yahoo! Japanと教育機関が共同開催する学生向けの開発コンテスト

最先端の AI 技術を実用化し、
サイバー攻撃への不安を無くしたい
株式会社 ChillStack 代表取締役

伊東 道明さん
大学院在学中に研究室の仲間3人と設立したChillStackで、世界トップレベルのAIセキュリ
ティー技術の研究・開発に携わる伊東道明さん。好きなことをやり抜くには、面倒なこと、苦しい
こともいとわない覚悟が必要だと言います。

Ito Michiaki

1995年中国北京市生まれ。
2014年、理工学部応用
情報工学科に入学。2020
年3月、大学院理工学研
究科修士課程（応用情報
工学専攻）修了。2018
年3月、IEEE CSPA 2018
でBest Paper Awardを
受賞。大学院在学中の
2018年11月に同級生3人
と株式会社ChillStackを
設立。

このページでは、法政大学憲章の 
「自由を生き抜く実践知」を体現してい
る本学の卒業生を紹介していきます。
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プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
と
テ
フ
ロ
ン
大
統
領

　
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
と
い
う
言
葉
は
、
日
本
で
は

ビ
ニ
ー
ル
と
い
う
言
葉
と
一
緒
に
合
成
樹
脂
製

品
の
総
称
と
し
て
用
い
ら
れ
ま
す
が
、
元
々
は

自
在
に
形
作
れ
る
可
塑
性
を
意
味
し
ま
す
。
硬

い
樹
脂
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
、
軟
ら
か
い
シ
ー
ト

状
の
も
の
は
ビ
ニ
ー
ル
と
呼
ば
れ
る
こ
と
が
多

い
と
思
い
ま
す
が
、
い
ず
れ
も
物
理
的
・
化
学

的
性
質
を
示
す
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
英
語
で
は
、
硬
い
軟
ら
か
い
に
か
か
わ
ら
ず

合
成
樹
脂
製
品
に
は
す
べ
てplastic

と
い
う
言

葉
が
使
わ
れ
て
い
て
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は

plastic bottles

、
ビ
ニ
ー
ル
袋
（
ポ
リ
袋
）
は

plastic  bag

で
す
。
ま
た
、
造
形
芸
術
は

plastic art

、形
成
外
科
はplastic surgery

と
い

い
、
こ
れ
ら
は
す
べ
て
原
義
に
近
い
意
味
で
用

い
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
第
40
代
米
国
合
衆
国

大
統
領
の
ロ
ナ
ル
ド
・
レ
ー
ガ
ン
氏
が
テ
フ
ロ

ン
大
統
領（Teflon president

）と
揶や

ゆ揄
さ
れ
て

い
た
の
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。
テ
フ
ロ
ン
で

コ
ー
テ
ィ
ン
グ
さ
れ
た
鍋
が
焦
げ
付
か
な
い
よ

う
に
、
彼
が
ど
の
よ
う
な
非
難
に
も
傷
つ
か
ず
、

回
避
し
て
し
ま
う
こ
と
か
ら
作
ら
れ
た
言
葉
で
、

そ
の
後
も
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
に
強
い
大
統
領
に
対

し
て
使
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
そ
も
そ
も
テ
フ
ロ
ン
は
米
国
の
デ
ュ
ポ
ン
社

で
開
発
さ
れ
た
合
成
樹
脂
の
商
品
名
で
、
化
学

物
質
の
名
称
が
１
９
８
０
年
代
の
米
国
社
会
で

違
和
感
な
く
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
た
の
は
興
味

深
い
こ
と
で
す
。
お
そ
ら
く
英
語
圏
で
は
、
化

学
に
関
連
す
る
言
葉
が
比
較
的
原
義
に
近
い
ま

ま
使
わ
れ
て
い
る
た
め
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
日
本
語
で
も
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
ペ
ッ
ト
は
、

原
料
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
で
あ
る
ポ
リ
エ
チ
レ
ン

テ
レ
フ
タ
レ
ー
ト
の
英
語
の
略
称
・
Ｐ
Ｅ
Ｔ
に

由
来
す
る
と
知
ら
れ
て
は
い
ま
す
が
、
カ
タ
カ

ナ
表
記
の
た
め
化
合
物
名
で
あ
る
こ
と
が
分
か

り
に
く
く
な
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、
代
表
的
な

合
成
繊
維
で
あ
る
ポ
リ
エ
ス
テ
ル
は
Ｐ
Ｅ
Ｔ
を

繊
維
状
に
加
工
し
た
も
の
で
す
が
、
Ｐ
Ｅ
Ｔ
繊

維
と
は
呼
ば
れ
ま
せ
ん
。

　
こ
の
よ
う
に
、
社
会
生
活
に
お
い
て
化
学
物

質
の
正
式
名
称
に
触
れ
る
機
会
は
極
め
て
少
な

く
、
ま
た
製
品
の
名
称
も
原
義
か
ら
や
や
離
れ

た
使
わ
れ
方
を
し
て
い
る
現
状
で
は
、
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
と
呼
ば
れ
る
物
質
に
は
種
類
が
あ
っ
て
、

一
つ
一
つ
が
特
有
の
性
質
を
も
っ
て
い
る
こ
と

を
理
解
す
る
の
は
難
し
い
状
況
で
す
。
こ
の
点

は
、
私
た
ち
化
学
者
、
そ
し
て
化
学
業
界
が
取

り
組
む
べ
き
課
題
の
一
つ
と
考
え
て
い
ま
す
。

グ
リ
ー
ン
ケ
ミ
ス
ト
リ
ー
と	

	
	

生
分
解
性
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

　
グ
リ
ー
ン
ケ
ミ
ス
ト
リ
ー
（Green C

 
h

 
e

 m i 
stry

）
と
は
、「
有
害
物
質
の
使
用
や
生
成
を

削
減
ま
た
は
排
除
す
る
、
化
学
物
質
と
製
造
工

程
の
設
計
・
開
発
・
実
装
」
と
定
義
さ
れ
、
そ

の
理
念
が
12
カ
条
（12

Principles of Green 

Chem
istry

）
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

中
に
は
、
人
の
手
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
る
化

学
物
質
は
人
の
健
康
や
環
境
に
対
し
て
無
害
な

も
の
に
、
さ
ら
に
、
そ
れ
ら
を
作
る
過
程
に
お

い
て
も
有
害
な
物
質
の
使
用
は
避
け
、
ご
み
を

減
ら
し
、
限
り
あ
る
資
源
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
大

切
に
し
ま
し
ょ
う
と
、
至
極
当
然
な
こ
と
が
記

さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
現
実
は
厳
し
く
、

さ
ま
ざ
ま
な
国
や
地
域
で
環
境
汚
染
が
繰
り
返

し
起
き
て
い
ま
す
。
最
近
で
は
、
海
に
流
れ
出

し
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
が
原
因
と
な
る
海
洋

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
問
題
が
耳
目
を
集
め
て
い

ま
す
。
特
に
、
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
と
呼
ば

れ
る
細
か
い
粒
子
に
つ
い
て
は
大
き
く
報
道
さ

れ
た
の
で
、
ご
存
じ
の
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
問
題
の
根
本
的
な
原
因
は
、
木
材
な
ど

の
天
然
高
分
子
と
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
な
ど
の
合
成

高
分
子
の
循
環
系
が
異
な
る
点
に
あ
り
ま
す
。

自
然
界
の
動
植
物
は
死
後
、
土
壌
中
の
微
生
物

に
よ
っ
て
分
解
さ
れ
（
生
分
解
）、
最
終
的
に

水
と
二
酸
化
炭
素
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、
二

酸
化
炭
素
は
光
合
成
に
よ
っ
て
再
び
植
物
に
取

り
込
ま
れ
…
…
と
い
う
循
環
系
が
成
り
立
っ
て

い
ま
す
。
一
方
、
合
成
高
分
子
の
多
く
は
、
生

分
解
を
受
け
な
い
た
め
自
然
界
の
循
環
系
に
取

り
込
ま
れ
ず
、
埋
め
立
て
る
か
焼
却
し
て
二
酸

化
炭
素
を
吐
き
出
す
し
か
手
立
て
が
な
く
、
原

料
の
石
油
に
戻
ら
な
い
た
め
循
環
し
ま
せ
ん

（
数
万
年
待
て
ば
、
二
酸
化
炭
素
を
取
り
込
ん

だ
植
物
が
石
油
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

現
実
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）。

　
こ
こ
で
注
目
を
集
め
て
い
る
の
が
、
生
分
解

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
で
す
。
そ
の
特
徴
は
、
石
油
由

来
の
合
成
高
分
子
で
あ
り
な
が
ら
、
微
生
物
に

よ
っ
て
分
解
さ
れ
、
自
然
界
の
循
環
系
に
取
り

込
ま
れ
る
点
に
あ
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
自

然
界
に
流
出
し
て
も
非
分
解
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

よ
り
は
環
境
負
荷
が
低
減
さ
れ
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。
グ
リ
ー
ン
ケ
ミ
ス
ト
リ
ー
の

理
念
に
近
い
化
学
物
質
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　
た
だ
し
、
良
い
こ
と
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
生
分
解
性
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
多
く
は
ポ
リ

エ
ス
テ
ル
と
呼
ば
れ
る
高
分
子
化
合
物
な
の
で

す
が
、
Ｐ
Ｅ
Ｔ
の
よ
う
な
耐
熱
性
や
耐
久
性
の

源
と
な
る
ユ
ニ
ッ
ト
を
含
ま
な
い
た
め
、
用
途

が
限
ら
れ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。
多
く
の
化

学
者
や
化
学
メ
ー
カ
ー
が
こ
の
問
題
解
決
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

環
境
負
荷
の
少
な
い
、
新
し
い	

	

高
分
子
素
材
の
開
発
に
向
け
て

　
私
の
研
究
対
象
は
、
ず
ば
り
「
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
」
で
す
。
私
と
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
出
合
い
、

と
は
言
い
つ
つ
も
生
ま
れ
た
時
に
は
身
の
回
り

に
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
が
あ
っ
た
の
で
、

フ
ァ
ー
ス
ト
コ
ン
タ
ク
ト
は
不
明
で
す
。
た
だ
、

は
っ
き
り
と
覚
え
て
い
る
の
は
、
小
学
校
3
年

生
の
時
、
教
室
の
ス
ト
ー
ブ
の
上
で
加
湿
用
に

沸
か
し
た
お
湯
の
中
に
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
三

角
定
規
を
入
れ
て
グ
ニ
ャ
グ
ニ
ャ
に
変
形
さ
せ

る
の
が
楽
し
か
っ
た
こ
と
で
す
（
そ
の
後
、
先

生
に
叱
ら
れ
ま
し
た
が
）。
振
り
返
っ
て
み
れ

ば
、
こ
れ
こ
そ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
＝
可
塑
性
の
体

験
だ
っ
た
わ
け
で
す
が
、
当
時
の
私
に
は
知
る

由
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
そ
れ
か
ら
十
数
年
が
過
ぎ
、
大
学
、
大
学
院

で
本
格
的
に
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
つ
い
て
学
び
、

研
究
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
大

学
院
博
士
課
程
で
の
研
究
テ
ー
マ
が
、
新
し
い

フ
ッ
素
系
ポ
リ
マ
ー
の
開
発
で
し
た
。
前
述
の

テ
フ
ロ
ン
は
、
フ
ッ
素
系
ポ
リ
マ
ー
の
代
表
例

で
最
も
よ
く
使
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　
私
の
目
標
の
一
つ
は
、
フ
ッ
素
の
使
用
量
を

削
減
し
な
が
ら
、
テ
フ
ロ
ン
以
上
の
撥
水
・
撥

油
性
（
水
や
油
を
寄
せ
付
け
な
い
）、
防
汚
性

（
汚
れ
が
付
か
な
い
）
を
示
す
新
規
素
材
を
作

り
出
す
こ
と
で
し
た
。
結
果
と
し
て
、
テ
フ
ロ

ン
ほ
ど
の
高
い
耐
久
性
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
少

量
の
フ
ッ
素
で
優
れ
た
撥
水
・
撥
油
性
、
防
汚

性
を
示
す
ポ
リ
マ
ー
の
合
成
に
成
功
し
ま
し
た
。

　
こ
の
研
究
で
培
っ
た
経
験
を
も
と
に
、
そ
の

後
、
生
分
解
性
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
5
％
程
度
の

フ
ッ
素
を
う
ま
く
導
入
し
、
95
％
の
生
分
解
性

を
保
ち
つ
つ
、
優
れ
た
撥
水
・
撥
油
性
、
防
汚

性
を
示
す
素
材
の
開
発
に
成
功
し
ま
し
た
。
さ

ら
に
、
ク
リ
ー
ン
な
光
反
応
を
利
用
し
て
ポ
リ

マ
ー
の
分
子
運
動
性
を
制
御
す
る
こ
と
を
考
え
、

生
分
解
性
と
耐
熱
性
と
い
う
相
反
す
る
性
質
を

同
時
に
満
た
す
、
新
し
い
素
材
の
開
発
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

環
境
負
荷
の
少
な
い

高
分
子
素
材
の
開
発

ESSAY 15学部の教員たちが、研究の世界をエッセー形式でご紹介します。

生
命
科
学
部
環
境
応
用
化
学
科

　教
授

　杉
山 

賢
次

Sugiyama Kenji
1996年、東京工業大学大学院理工学研究科有機・
高分子物質専攻・博士課程修了、博士（工学）。
同専攻にて助手、助教。フランスのボルドー大学博
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職。専門は、高分子合成化学。共著書に『高分
子の合成(上)』（講談社）、『分子から材料までどん
どんつながる高分子』（丸善出版）、『生分解、バイ
オマスプラスチックの開発と応用』（技術情報協会）。
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る
こ
と
も
な
く
、
米
国
発
祥
の
文
化
も
積
極

的
に
取
り
入
れ
て
し
ま
う
。
世
界
的
に
見
れ

ば
、
極
め
て
異
例
の
存
在
で
す
。

　
で
は
日
本
人
は
米
国
の
こ
と
を
正
し
く
理

解
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
と
考
え
る
と
、
疑

問
が
生
じ
ま
す
。
日
本
国
内
に
は
、
沖
縄
の

米
軍
基
地
を
筆
頭
に
、
深
刻
な
対
米
問
題
を

抱
え
て
い
る
事
例
が
あ
り
ま
す
。
米
国
研
究

者
に
と
っ
て
も
、
予
想
外
の
人
物
が
米
国
大

統
領
と
し
て
選
出
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ

ま
で
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
模
範
国
と
し
て
積
み

上
げ
て
き
た
認
識
を
見
直
す
必
要
に
迫
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
歴
史
を
見
る
眼
は
、
自
然
科
学
の
よ
う
に

普
遍
的
で
は
な
い
の
で
、
常
に
自
分
の
視
点

を
疑
い
な
が
ら
、
客
観
性
を
意
識
し
て
物
事

を
見
る
よ
う
に
努
め
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

現
実
か
ら
目
を
背
け
る
こ
と
な
く
、
い
ま
起

こ
っ
て
い
る
こ
と
へ
の
意
味
を
考
え
続
け
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

異
質
な
も
の
と
の
交
流
が		
	

新
し
い
知
見
に
つ
な
が
る
刺
激
に

　
政
治
学
の
研
究
に
は
、
大
き
く
分
け
て
二

つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
あ
り
ま
す
。
一
つ
は
、

哲
学
や
歴
史
、
思
想
的
な
観
点
か
ら
政
治
を

考
察
し
よ
う
と
い
う
「
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
」。

も
う
一
つ
は
、
デ
ー
タ
や
数
字
に
基
づ
い
て

科
学
的
に
分
析
し
よ
う
と
す
る
「
ポ
リ
テ
ィ

カ
ル
・
サ
イ
エ
ン
ス
」
で
す
。
法
政
に
は
、

私
の
研
究
ス
タ
イ
ル
で
あ
る
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス

を
尊
重
し
て
く
だ
さ
る
先
生
方
が
多
く
、
そ

の
環
境
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　
た
だ
、
新
し
い
知
見
を
生
む
に
は
、
居
心

地
の
い
い
環
境
に
甘
ん
じ
る
の
で
は
な
く
、

異
質
な
も
の
に
触
れ
て
刺
激
を
受
け
る
こ
と

も
必
要
で
す
。
東
京
と
い
う
地
の
利
を
生
か

し
て
、
学
外
の
相
手
と
も
意
識
的
に
交
流
す

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　
そ
う
し
た
学
外
交
流
が
、
思
わ
ぬ
出
会
い

を
生
む
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
国
際
交
流
基
金

が
主
催
し
た
日
米
学
生
交
流
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「KAKEH
ASH
I Project

│The Bridge for 

Tom
orrow

│

（
通
称
、
架
け
橋
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
）」
が
始
動
し
、
２
０
１
４
年
11
月
に
は

法
政
大
学
を
含
む
、
計
６
大
学
１
５
０
人
の

学
生
ら
が
米
国
を
訪
れ
ま
し
た
。
引
率
と
し

て
付
き
添
っ
た
私
は
、
当
時
東
京
藝
術
大
学

か
ら
参
加
し
て
い
た
能
楽
師
の
大
学
院
生
と

親
し
く
な
り
、
そ
の
縁
で
、
趣
味
と
し
て
能

楽
を
学
ぶ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
時
出

会
っ
た
大
学
院
生
が
現
在
の
私
の
師
匠
で
す
。

　
法
政
大
学
に
は
野
上
記
念
法
政
大
学
能
楽

研
究
所
が
あ
り
、
能
楽
賞
な
ど
も
実
施
し
て

い
ま
す
。
い
つ
か
法
政
大
学
の
能
楽
堂
で
能

を
舞
う
師
匠
の
姿
が
見
た
い

―
。
そ
ん
な

こ
と
を
夢
見
て
い
ま
す
。

過
去
か
ら
ヒ
ン
ト
を
得
た
実
践
知
が	

未
来
の
備
え
に
な
る

　
政
治
学
は
、
実
用
的
な
生
活
ス
キ
ル
に
は

な
り
ま
せ
ん
が
、
蓄
積
さ
れ
て
き
た
知
見
を

基
に
「
人
間
が
持
つ
、
さ
ま
ざ
ま
な
属
性
を

理
解
す
る
こ
と
」
に
役
立
ち
ま
す
。

　
人
を
束
ね
、
社
会
を
動
か
す
よ
う
な
力
を

得
る
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
か
。
人
間
は

ど
の
よ
う
な
と
き
に
動
き
、
ど
の
よ
う
な
こ

と
が
足
か
せ
と
な
っ
て
、
動
き
を
止
め
る
の

か
。
史
実
を
丁
寧
に
読
み
解
く
と
、
人
間
が

行
動
す
る
動
機
を
理
解
す
る
手
掛
か
り
が
得

ら
れ
ま
す
。
利
益
や
権
力
欲
は
人
を
動
か
す

原
動
力
に
な
る
け
れ
ど
持
続
性
に
欠
け
ま
す
。

社
会
の
営
み
を
継
続
さ
せ
る
に
は
、
達
成
す

る
こ
と
に
意
味
が
あ
る
と
思
え
る
「
共
通
理

念
」
が
必
要
な
の
だ
と
分
か
り
ま
す
。

　
人
間
と
は
何
か
を
問
う
考
察
は
、
現
実
の

人
間
関
係
に
お
い
て
も
生
か
さ
れ
、
実
践
的

な
知
恵
に
な
り
ま
す
。
過
去
の
探
求
か
ら
得

た
知
見
は
、
ま
だ
見
ぬ
未
来
へ
の
備
え
に
も

な
る
の
で
す
。

　
史
実
か
ら
得
た
手
掛
か
り
を
ヒ
ン
ト
に
、

考
察
と
実
践
を
地
道
に
繰
り
返
す
。
そ
う
し

た
試
行
錯
誤
の
末
に
手
に
し
た
、
次
の
未
来

へ
の
備
え
と
な
る
知
見
も
「
実
践
知
」
な
の

だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

建
国
期
の
米
国
と	

	
	

幕
末
の
日
本
と
の
歴
史
的
類
似

　
米
国
の
政
治
史
、
特
に
英
国
の
統
治
か
ら

独
立
し
た
建
国
期
に
焦
点
を
あ
て
て
、
研
究

し
て
い
ま
す
。
建
国
に
尽
力
し
た
政
治
家
で
、

私
が
着
目
し
た
の
は
ア
レ
グ
ザ
ン
ダ
ー
・
ハ

ミ
ル
ト
ン
。
合
衆
国
憲
法
の
批
准
を
唱
え
、

初
代
財
務
長
官
を
務
め
な
が
ら
も
、
独
立
宣

言
を
起
草
し
て
脚
光
を
浴
び
た
ト
ー
マ
ス
・

ジ
ェ
フ
ァ
ー
ソ
ン
の
影
に
隠
れ
て
し
ま
っ
た

人
物
で
す
。
政
治
家
と
し
て
の
立
ち
位
置
や

建
国
時
の
働
き
ぶ
り
が
、
明
治
維
新
で
の
大

久
保
利
通
と
相
通
じ
る
よ
う
に
思
え
て
、
探

求
心
が
く
す
ぐ
ら
れ
た
の
で
す
。

　
米
国
は
、
多
く
の
移
民
に
よ
っ
て
成
立
し

た
多
民
族
国
家
で
す
。
国
民
の
多
く
が
自
分

の
ル
ー
ツ
を
米
国
に
持
た
ず
、
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
ー
を
示
す
た
め
に
「
米
国
人
と
は

何
か
」
と
自
問
し
続
け
る
と
い
う
一
種
の
強

迫
観
念
を
抱
え
て
い
ま
す
。
国
家
と
し
て
の

主
義
・
思
想
へ
の
同
調
圧
力
も
強
く
「
米
国

の
民
主
主
義
（
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
）
こ
そ
正

義
」
と
い
う
思
い
か
ら
、
共
産
主
義
や
社
会

主
義
の
思
想
を
持
つ
人
に
対
し
て
反
発
し
、

他
の
国
に
も
米
国
民
主
主
義
の
影
響
力
を
働

か
せ
よ
う
と
し
て
き
ま
し
た
。

　
そ
う
し
た
米
国
の
振
る
舞
い
に
対
し
て
、

多
く
の
先
進
国
で
は
、
自
国
の
文
化
を
守
ろ

う
と
反
米
感
情
が
生
じ
る
の
で
す
が
、
日
本

で
は
違
い
ま
し
た
。
敗
戦
の
遺
恨
を
引
き
ず

法学部政治学科 教授 　 中野 勝郎

日本での明治維新との類似性に興味を覚え、建国期を中心に米国の政治史を究める中野勝郎教授。
「過去との対話」を通じて歴史をひもとき、人間を理解する手掛かりを見いだしています。

Nakano Katsuro
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立教大学法学部卒業、東
京大学大学院法学政治学
研究科政治学博士後期課
程満期退学。博士（法学）。
北海道大学法学部助教
授、同教授などを経て、
2000年法学部政治学科
教授に着任。現在に至る。
2020年から法学部学部
長を務める。
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より良い社会のためにいまいる場所から考える
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歴史から得た考察を現実に生かすため、対米問題に
直面している人からの話を聴くフィールドワークも大
切にしている。ゼミ合宿では沖縄を訪問

能の稽古は4年間続けている。
写真は、発表会で猩 （々しょうじょう）の舞を披露し
た際の1枚

架け橋プロジェクトではニューヨーク州ウェストポイ
ントを訪問。先に本学を訪れた米国陸軍士官学校の
学生との再会も果たした

歴史に刻まれた人間模様から
米国を対象化して考察
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多
摩
キ
ャ
ン
パ
ス
で
活
動
す
る

「
J
a
z
z 

S
t
u
d
y 

C
lu
b

（
通
称
ジ
ャ
ズ
研
）」。部
で
所
蔵
し
て
い

る
楽
器
や
自
分
が
所
有
し
て
い
る
楽
器

を
演
奏
し
て
、自
由
に
ジ※

ャ
ム
セ
ッ
シ
ョ

ン
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　
ジ
ャ
ズ
演
奏
の
魅
力
は
、
楽
譜
に
は
書

か
れ
て
い
な
い
部
分
を
即
興
（
ア
ド
リ

ブ
）
で
ア
レ
ン
ジ
し
て
奏
で
る
こ
と
。
音

楽
的
セ
ン
ス
と
確
か
な
演
奏
技
術
が
求
め

ら
れ
ま
す
。
部
員
の
中
に
は
、
中
学
や
高

校
時
代
に
吹
奏
楽
部
な
ど
に
所
属
し
て
楽

器
演
奏
に
親
し
み
、
大
学
入
学
を
機
に
新

た
な
形
で
音
楽
を
楽
し
み
た
い
と
、
ジ
ャ

ズ
研
に
参
加
す
る
ケ
ー
ス
も
多
く
、
話
を

聞
か
せ
て
く
れ
た
3
人
も
同
様
で
す
。
丸

山
さ
ん
は
サ
ッ
ク
ス
担
当
か
ら
ボ
ー
カ
ル

へ
、
加
藤
さ
ん
は
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
と
ボ
ー

カ
ル
、
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
を
吹
い
て
い
た
清

水
さ
ん
は
エ
レ
キ
ベ
ー
ス
へ
と
、
新
た
な

音
楽
パ
ー
ト
に
も
挑
戦
し
て
い
ま
す
。

「
セ
ッ
シ
ョ
ン
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
日

常
の
た
わ
い
な
い
お
し
ゃ
べ
り
を
楽
し
む

よ
う
な
、
穏
や
か
な
時
間
も
大
切
に
し
て

い
ま
す
」
と
語
る
の
は
清
水
さ
ん
。「
年

に
2
回
開
催
す
る
合
宿
で
は
、
数
日
間
生

活
を
共
に
す
る
た
め
、
一
気
に
距
離
が
縮

ま
り
ま
す
。
部
員
同
士
に
気
兼
ね
の
い
ら

な
い
信
頼
関
係
が
生
ま
れ
る
と
、
即
席
の

バ
ン
ド
を
組
ん
で
も
演
奏
の
息
が
合
う
よ

う
に
感
じ
ま
す
」
と
笑
顔
を
見
せ
ま
す
。

　
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
す
る
の
は
、

年
2
回
部
内
で
開
催
す
る
定
例
ラ
イ
ブ
。

多
摩
キ
ャ
ン
パ
ス
の
夏
祭
り
で
音
楽
サ
ー

ク
ル
が
集
ま
る
イ
ベ
ン
ト
（
希
望
者
の
み

の
自
由
参
加
）
や
大
学
祭
で
は
ス
テ
ー
ジ

に
立
ち
、
観
客
を
前
に
し
て
セ
ッ
シ
ョ
ン

を
披
露
し
て
い
ま
す
。

「
特
に
大
学
祭
は
、
部
員
以
外
の
前
で
演

奏
を
披
露
で
き
る
数
少
な
い
機
会
。
3
年

生
に
と
っ
て
は
ラ
ス
ト
ス
テ
ー
ジ
に
な
る

の
で
、
気
合
を
入
れ
て
練
習
に
励
み
ま

す
」
と
語
る
の
は
代
表
の
丸
山
さ
ん
。

「
先
輩
た
ち
が
時
間
を
か
け
て
練
習
す
る

姿
な
ど
に
刺
激
を
受
け
て
、
自
分
も
頑
張

ろ
う
と
思
う
こ
と
が
多
い
で
す
。
そ
の
結

果
、
初
心
者
と
し
て
サ
ー
ク
ル
に
参
加
し

た
新
入
生
で
も
、
練
習
を
重
ね
れ
ば
、
演

奏
を
楽
し
ん
で
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
」
と
胸
を
張
り
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

で
、
2
0
2
0
年
の
活
動
は
思
う
よ
う
に
で

き
て
い
な
い
状
況
で
す
。
加
藤
さ
ん
は

「
卒
業
生
も
ふ
ら
っ
と
立
ち
寄
っ
て
く
れ
る

よ
う
な
、
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気

が
ジ
ャ
ズ
研
の
魅
力
。
先
輩
か
ら
誘
わ
れ

て
参
加
し
た
学
外
で
の
バ
ン
ド
演
奏
は
、

思
い
出
深
い
経
験
で
す
。
そ
ん
な
仲
間
た

ち
と
会
え
ず
に
い
る
の
は
正
直
寂
し
い
で

す
が
、
次
に
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
時
に
は
上
達
し
た
姿
を
見
せ
た

い
の
で
、
い
ま
は
個
人
練
習
に
励
ん
で
い

ま
す
」
と
意
欲
的
に
力
を
蓄
え
ま
す
。

Jazz Study Club

日常で培った信頼関係で
息を合わせて
本格的な
ジャズ演奏を楽しむ

上段左から、丸山菜々子さん（社会学部社会学科3年、代表）、清水萌乃佳さん（現代福祉学部福祉コミュ
ニティ学科3年）、下段、加藤芽依さん（現代福祉学部臨床心理学科3年）

MY  CAMPUS, MY  LIFE

大学での活動を通し、仲間と共に成長する学生たちを紹介します。

分
野
を
特
定
せ
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題

に
つ
い
て
考
察
し
、
議
論
を
深
め
な

が
ら
物
事
の
捉
え
方
や
社
会
を
見
る
『
方

法
』
の
習
得
を
目
指
し
て
い
ま
す
」
と
、

ゼ
ミ
の
活
動
概
要
を
紹
介
す
る
の
は
陳
黄

さ
ん
。
留
学
生
と
し
て
入
学
後
、
努
力
し

て
語
学
の
壁
を
克
服
。
議
論
に
積
極
的
に

参
加
し
、
文
献
の
読
解
力
も
深
め
て
い
ま

す
。「
主
張
の
根
拠
を
求
め
な
が
ら
、
客

観
性
を
持
っ
て
語
り
合
う
こ
と
で
、
立
場

が
違
っ
て
も
理
解
し
合
え
る
こ
と
を
学
び

ま
し
た
」
と
、
自
身
の
成
長
を
喜
び
ま
す
。

　
ゼ
ミ
活
動
の
中
心
は
、文
献
の
講
読
と

意
見
交
換
で
す
。最
初
に
文
献
の
要
約
を

紹
介
す
る
発
表
者
は
当
日
指
名
な
の
で
、

授
業
で
は
常
に
全
員
が
発
表
資
料
を
作
成

し
て
備
え
ま
す
。「
少
人
数
の
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
て
討
論
す
る
の
で
、必
ず
発
言
の

機
会
が
あ
り
ま
す
。自
分
の
考
え
を
伝
え

き
れ
て
い
な
い
と
感
じ
る
こ
と
も
あ
る
の

で
、先
輩
た
ち
を
見
習
い
な
が
ら
発
言
力

を
鍛
え
て
い
き
た
い
」と
語
る
田
口
さ
ん
。

向
学
心
を
持
っ
て
議
論
に
取
り
組
む
こ
と

で
力
を
蓄
え
、自
身
の
社
会
学
的
思
考
に

磨
き
を
か
け
て
い
ま
す
。

堀
川
ゼ
ミ
で
は
、「
裏
付
け
」に
基
づ
い

て
論
じ
る
こ
と
、自
分
を
諦
め
ず
に
自
己

ベ
ス
ト
の
更
新
を
目
指
す
こ
と
を
重
ん
じ

て
い
ま
す
。「
本
当
に
探
求
し
た
い
こ
と
は

何
か
。と
こ
と
ん
自
問
し
、腹
の
底
か
ら
テ

ー
マ
を
選
ん
で
ほ
し
い
」と
語
る
堀
川
教

授
。そ
の
思
い
に
応
え
る
よ
う
に
、山
室
さ

MY  CAMPUS, MY  LIFE

社会学部社会学科 堀川三郎教授ゼミ

“Say it with data.”
——社会問題の
現場を歩き、足で考える  

※ジャムセッション：プレイヤーが集まって楽譜にこだわらずに即興で演奏をすること。

ん
が
選
ん
だ
卒
論
の
テ
ー
マ
は
「
自
分
ら

し
さ
」。「『
自
分
ら
し
さ
』と
は
ど
う
い
う

こ
と
か
、ど
の
よ
う
に
形
成
さ
れ
る
の
か
、

そ
れ
を
求
め
て
し
ま
う
の
は
な
ぜ
か
。そ

う
し
た
問
い
の
答
え
を
追
い
か
け
て
い
ま

す
。社
会
学
に
加
え
て
、哲
学
や
心
理
学
も

視
野
に
含
め
、学
問
の
境
界
を
ま
た
い
で

取
り
組
ん
で
い
ま
す
」。

夏
の
ゼ
ミ
合
宿
も
、2
0
2
0
年
度
は

ウ
ェ
ブ
会
議
ツ
ー
ル
を
利
用
し
て
オ
ン
ラ

イ
ン
で
開
催
。「
事
前
に
文
献
の
講
読
や
要

約
の
ま
と
め
を
準
備
し
て
お
き
、議
論
に

臨
む
と
い
う
流
れ
は
、例
年
の
合
宿
と
同

じ
で
す
。画
面
越
し
で
す
が
、3
日
間
じ
っ

く
り
議
論
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」と

振
り
返
る
の
は
藤
原
さ
ん
。自
身
の
研
究

で
は
、住
宅
街
の
景
観
の
画
一
化
に
関
す

る
考
察
を
始
め
て
い
ま
す
。「
現
場
を
歩
い

て
、足
で
考
え
る
の
が
堀
川
ゼ
ミ
の
信
条

な
の
で
、こ
れ
か
ら
は
現
地
調
査
に
も
出

掛
け
、実
例
を
集
め
な
が
ら
考
え
を
深
め

て
い
き
た
い
」と
先
を
見
据
え
ま
す
。

卒
業
後
は
公
務
員
と
し
て
行
政
に
関
わ

る
こ
と
を
決
め
た
森
田
さ
ん
。「
堀
川
ゼ
ミ

で
の
活
動
を
通
じ
て
、自
分
の
中
に
芽
生

え
た
問
い
と
真
剣
に
向
き
合
い
、答
え
を

求
め
て
い
く
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
か
、

問
題
解
決
の
姿
勢
が
身
に
付
き
ま
し
た
。

先
生
の
親
身
な
指
導
の
お
か
げ
で
す
。こ

れ
か
ら
は
、さ
ら
に
視
野
を
広
げ
、社
会
全

体
の
問
い
を
探
求
し
て
い
き
た
い
」と
力

強
く
語
り
ま
す
。

ゼミは堀川教授の研究室にて、本に囲まれながらじっ
くりと議論を重ねている（現在はウェブ会議にて開催）

ジャズの定番曲が収録された「ジャズ・スタンダード・
バイブル」。セッションの多くは、この楽譜集から曲を
選んで演奏を楽しんでいる

毎年恒例のBBQパーティー（写真は2019年）。時間を
かけて作った料理を囲み、親睦を深め合う

新入生の歓迎の意を込めて開催するバーベキュー。和
気あいあいとした雰囲気の中、河原で食事を楽しむ（写
真は2019年）

卒論公開口頭試問の後はフレンチ・レストランでの本
格的なディナー。ゼミ修了証を手に笑顔もほころぶ（写
真は2019年）

春学期の定例ライブは、毎年6月頃に部室で開催する。
新入生にとって初ライブとなるだけに、独特の緊張感
が漂う中で、セッションを披露する（写真は2019年）

上段左から、堀川三郎教授、山室友希さん（社会学科4年）、陳黄作明さん（社会学科4年）、下段左から、
森田遼太さん（社会学科4年）、田口智尋さん（社会学科3年）、藤原有希さん（メディア社会学科3年）

　※今回はオンラインで取材しています※今回はオンラインで取材しています
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スポーツ法政新聞会編集長
社会学部メディア社会学科3年
Isoda Kentaro

磯田 健太郎 さん

どこからでも見られる時代に
現場の空気感をMessage

「自由な学風」の下で、自ら考え、
行動する学生の声を届けます。

※『♯コロナに負けるな法大生！』
　さまざまな舞台で活躍する本学卒業生から在学生への応援メッセージを以下のSNSよりご覧になることができます。
　Twitter（@spoho11）／ Instagram（sports_hosei）
　スポーツ法政 https://sports-hosei.net

このメンバーで『スポーツ法政』新聞を制作
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皆
さ
ん
は
大
学
ス
ポ
ー
ツ
を
見
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
か
。
か
つ
て
は
国
内
の
ス

ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
で
も
上
位
に
入
る
よ
う

な
盛
り
上
が
り
を
見
せ
て
い
た
大
学
ス

ポ
ー
ツ
で
す
が
、
娯
楽
が
多
様
化
し
た
近

年
で
は
な
か
な
か
光
が
当
た
ら
な
い
カ
テ

ゴ
リ
ー
で
あ
る
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。

私
も
大
学
に
入
学
す
る
ま
で
は
、
全
く
現

状
を
知
ら
な
か
っ
た
と
い
う
の
が
正
直
な

と
こ
ろ
で
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
法
政
新
聞
会
へ
入
っ
た
理
由

は
、
文
章
を
ま
と
め
た
り
、
戦
術
や
戦
略

を
考
え
た
り
す
る
こ
と
が
好
き
だ
っ
た
か

ら
で
す
。
ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
に
携
わ
る
仕

事
が
し
た
い
と
考
え
て
い
た
こ
と
も
あ

り
、
将
来
の
た
め
に
経
験
を
積
も
う
と

思
っ
た
こ
と
も
理
由
の
一つ
で
す
。

　
実
際
に
活
動
を
始
め
る
と
、
毎
回
の
取

材
が
発
見
の
連
続
で
し
た
。
試
合
後
の
取

材
は
、
自
分
が
感
じ
た
こ
と
を
、
選
手
と

答
え
合
わ
せ
を
す
る
よ
う
な
独
特
の
感
覚

が
あ
り
ま
す
。
大
舞
台
で
活
躍
し
て
き
た

選
手
の
言
葉
か
ら
は
、
私
の
経
験
か
ら
は

到
底
得
る
こ
と
が
で
き
な
い
新
し
い
こ
と

を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
平
日
は
大

学
の
授
業
、
週
末
は
取
材
や
新
聞
の
編
集

に
追
わ
れ
、
担
当
競
技
と
な
っ
た
ス
ポ
ー

ツ
は
一
か
ら
学
び
ま
し
た
。
い
つ
し
か
選
手

た
ち
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
伝
え
ら
れ
る
こ
と

に
、
誇
り
を
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
で
何
か
で
き
る
こ
と
は

な
い
か
と
知
恵
を
出
し
合
っ
て
企
画
し
た

の
が
『※
＃
コ
ロ
ナ
に
負
け
る
な
法
大

生
！
』
で
す
。
在
学
生
と
体
育
会
所
属
の

学
生
、
そ
し
て
卒
業
生
と
の
架
け
橋
に
な

り
た
い
と
考
え
、
多
く
の
卒
業
生
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
、
在
学
生
へ
の
応
援
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
S
N
S
で
は
た
く
さ
ん
の
反
響
が
あ
り

ま
し
た
。
大
学
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
、
そ
し

て
体
育
会
と
一
般
の
学
生
の
距
離
を
少
し

で
も
縮
め
る
こ
と
が
で
き
た
の
な
ら
幸
い

で
す
。

　
感
染
予
防
の
た
め
、
ス
ポ
ー
ツ
の
試
合

を
見
に
行
く
こ
と
は
簡
単
で
は
な
く
な
り

ま
し
た
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
配
信
な
ど

に
よ
り
ど
こ
で
も
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
を
楽
し

む
こ
と
が
で
き
る
時
代
で
す
。
だ
か
ら
こ

そ
私
た
ち
に
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、
現

場
の
熱
量
や
、
空
気
感
を
伝
え
る
こ
と
だ

と
切
に
感
じ
て
い
ま
す
。

　
多
く
の
人
々
の
記
憶
に
残
る
よ
う
な
大

学
ス
ポ
ー
ツ
の
今
を
、
余
す
こ
と
な
く
伝

え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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大学有数の歴史と実力を誇る、法政大学体育会。
そんな伝統ある40体育会が日々 活動しているワンシーンを、迫力あるカラーグラビアで紹介します。

ソフトテニス部は1934年に創立され、多摩キャンパスのテニスコートにて練
習に励んでいます。現在、関東学生ソフトテニス連盟において、男子は1部、
女子は4部に所属しています。文部科学大臣杯争奪東京六大学リーグ戦
（春季・秋季）、関東学生ソフトテニスリーグ戦春季・秋季（春季はダブルス、
シングルス選手権有り）、東日本インカレ※1、インカレ※2など、1年を通して多く
の大会に出場しています。2020年は新型コロナウイルス感染症の拡大によ
り、多くの大会が中止されました。練習もままならない厳しい状況ですが、次
の大会に向けて前向きに活動しています。今後の活躍にご期待ください。

撮影場所：�多摩キャンパステニスコート
撮　　影：田中伸弥

ソフトテニス部

※1�東日本学生大学対抗ソフトテニス選手権大会、東日本学生ソフトテニス選手権大会、東日本学生ソフトテニスシングルス選手権大会��
※2�文部科学大臣杯全日本大学対抗ソフトテニス選手権大会、三笠宮賜杯全日本学生ソフトテニス選手権大会、全日本学生ソフトテニスシングルス選手権大会
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平
素
よ
り
後
援
会
の
皆
さ
ま
に
は
キ
ャ
リ

ア
セ
ン
タ
ー
へ
多
大
な
る
ご
支
援
を
賜
り
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
た

び
は
私
た
ち
の
取
り
組
み
を
紹
介
す
る
た
め

に
誌
面
を
拝
借
す
る
機
会
を
い
た
だ
き
、
感

謝
に
堪
え
ま
せ
ん
。

　
本
学
で
は
、
本
年
4
月
の
緊
急
事
態
宣
言

の
発
出
と
同
時
に
、
就
職
活
動
支
援
の
講
座

な
ど
を
動
画
配
信
に
切
り
替
え
ま
し
た
。
ま

た
、
以
前
よ
り
重
要
視
し
て
い
る
個
別
相
談

は
、
電
話
や
電
子
メ
ー
ル
、
ウ
ェ
ブ
形
式
で

も
対
応
で
き
る
よ
う
に
し
、
希
望
者
に
は
感

染
症
対
策
に
十
分
配
慮
し
た
上
で
対
面
相
談

も
継
続
す
る
な
ど
、
支
援
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
を
増
や
し
て
対
応
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
下
、
本
学
の
調
査
で

は
、
10
月
１
日
時
点
の
就
職
内
定
率
が
88
・
８

%
で
、
昨
年
比
マ
イ
ナ
ス
６・６
ポ
イ
ン
ト
と

な
っ
て
い
ま
す
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
コ
ロ

ナ
禍
で
企
業
の
採
用
活
動
が
遅
れ
た
こ
と
や

一
部
の
業
界
、
企
業
に
よ
る
採
用
計
画
縮
小

の
影
響
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
多
く
の
公

務
員
試
験
が
延
期
さ
れ
る
な
ど
の
影
響
も
生

じ
て
お
り
、
民
間
企
業
へ
志
望
を
変
更
す
る

か
判
断
に
迷
う
学
生
も
見
て
取
れ
ま
す
。

　
現
在
、
進
路
状
況
確
認
の
た
め
、
４
年
生

全
員
に
対
し
て
電
話
に
よ
る
全
量
調
査
を

行
っ
て
い
ま
す
。
進
路
決
定
報
告
の
な
い
学

生
に
つ
い
て
の
現
状
を
把
握
し
た
上
で
、
個

別
に
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
き
め
細
か
く
提
供

し
て
い
き
ま
す
。
10
月
下
旬
か
ら
は
、
未
内

定
者
一
人
一
人
に
専
属
の
専
任
職
員
、
キ
ャ

リ
ア
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
配
置
し
、
個
別
サ

ポ
ー
ト
を
さ
ら
に
強
化
し
ま
す
。

　
3
年
生
に
つ
き
ま
し
て
は
、
個
別
相
談
で

の
支
援
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
例
年
実
施
し

て
い
る
イ
ベ
ン
ト
を
大
幅
に
見
直
し
、
11
月

よ
り
多
く
の
企
業
と
学
生
が
対
話
で
き
る
機

会
を
ウ
ェ
ブ
上
で
も
提
供
し
て
い
き
ま
す
。

　
保
護
者
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、

現
在
、
そ
し
て
今
後
の
就
職
状
況
が
ど
う
な

る
か
、
ご
心
配
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。
中
止

と
な
っ
た
後
援
会
支
部
総
会
で
の
父
母
懇
談

会
の
代
替
と
し
て
、
９
月
に
2
日
間
、
父
母

向
け
個
別
相
談
を
電
話
・
オ
ン
ラ
イ
ン
で
実

施
し
、
熱
心
な
ご
質
問
に
対
応
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
首
都
圏
父
母
懇
談
会
の
代
替

と
し
て
は
、
11
・
12
月
に
同
様
の
取
り
組
み

を
行
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
本
学
で
は
、
就
職
を
希
望
す
る
学
生
が
内

定
先
を
得
て
卒
業
で
き
る
よ
う
、
キ
ャ
リ
ア

セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
2
0
2
0
年
3
月
卒
業
生
の
実
就
職

率
は
、
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｃ
Ｈ
ト
ッ
プ
と
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
数
年
は
就
職
環
境
が
厳
し
く

な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
本
学
の
支

援
方
針
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
か
ら
会
員
の
皆
さ
ま
へ

法
政
大
学
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
事
務
部
長 

藤
野 

吉
成

過去イベント風景

キャリアセンター ウェブサイト
https://www.hosei.ac.jp/
careercenter/hogosha/

キャリア支援に関する情報や、
保護者の皆さまから多くいただく
質問と回答などを掲載しています。

後
援
会
だ
よ
り
「
子
ど
も
の
母
校
は
我
が
母
校
」

「
後
援
会
だ
よ
り
」は
後
援
会
が
保
護
者
の
皆
さ
ま
と
作
る
ペ
ー
ジ
で
す
。
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※（　　 ）内は子どもの名前／学部

　
こ
の
た
び
、
２
０
２
０
年
度
の
沖
縄
県
支
部

長
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
知
名
と
申
し
ま
す
。

設
立
24
年
目
の
沖
縄
県
支
部
で
は
、
年
６

回
の
役
員
会
、
新
入
生
父
母
の
集
い
、
支
部

総
会
・
父
母
懇
談
会
の
他
、
10
月
の
キ
ャ
ン

パ
ス
ツ
ア
ー
＆
東
京
六
大
学
野
球
観
戦
、
そ

し
て
12
月
の
那
覇
マ
ラ
ソ
ン
応
援
な
ど
、
活

動
の
充
実
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
中
で
も
、
大
学
職
員
有
志
、
支
部
役
員

（
現
役
・
O
B
）
が
出
場
す
る
那
覇
マ
ラ
ソ
ン

の
応
援
は
、
特
色
の
あ
る
楽
し
い
行
事
で
す
。

オ
レ
ン
ジ
カ
ラ
ー
の
T
シ
ャ
ツ
を
身
に
ま

と
い
、
の
ぼ
り
旗
と
横
断
幕
、
名
物
の
「
差

し
入
れ
」
を
手
に
、
疾
走
す
る
ジ
ョ
ガ
ー
を

沿
道
か
ら
応
援
し
ま
す
。
声
援
を
送
っ
て
い

る
と
、「
法
政
卒
業
生
で
す
！
」
と
多
く
の

方
々
が
駆
け

寄
っ
て
き
て

く
だ
さ
り
、

応
援
す
る
側

も
元
気
と
感

動
を
も
ら
え

ま
す
。
残
念

な
が
ら
今
年

は
中
止
と
な

り
ま
し
た
が
、
来
年
ま
た
応
援
で
き
る
の
を

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
授
業
や

就
活
な
ど
、
慣
れ
な
い
環
境
下
で
の
大
学
生

活
を
強
い
ら
れ
て
い
る
子
ど
も
た
ち
を
、
遠

く
沖
縄
か
ら
見
守
る
保
護
者
の
不
安
や
悩
み

は
皆
、
共
通
で
す
。
大
学
、
後
援
会
、
そ
し

て
校
友
会
と
連
携
し
、
会
員
の
皆
さ
ま
が
求

め
て
い
る
情
報
を
迅
速
に
提
供
、
共
有
し
、

支
部
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
11
月
か

ら
は
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
時
代
の
新
し
い
生
活
様

式
を
踏
ま
え
た
支
部
活
動
を
再
開
す
べ
く
準

備
を
進
め
て
い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
お
気
軽

に
支
部
活
動
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
皆
さ
ま

に
お
会
い
し
て
お
話
し
で
き
る
こ
と
を
役
員

一
同
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
時
代
と
と
も
に

キ
ッ
ク
オ
フ
! !

沖
縄
県
支
部
長  

知
名 

理
花 

（
大
地
／
理
工
学
部
）

　
こ
の
た
び
、
２
０
２
０
年
8
月
31
日
付
け

支
部
総
会
に
て
２
０
２
０
年
度
の
宮
城
県
支

部
長
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
木
村
で
す
。
コ

ロ
ナ
禍
が
会
員
の
皆
さ
ま
に
影
響
し
て
い
な

い
か
、
心
配
し
て
お
り
ま
す
。

　
い
ま
だ
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

収
束
の
兆
し
が
見
え
ず
社
会
活
動
が
制
限
さ

れ
る
中
、
大
学
に
お
い
て
も
オ
ン
ラ
イ
ン
授

業
が
開
始
さ
れ
、
子
ど
も
た
ち
に
対
す
る
教

育
・
研
究
活
動
が
停
滞
し
な
い
よ
う
教
職
員

の
皆
さ
ま
が
懸
命
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
こ

と
と
存
じ
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち
に
不
自
由

な
教
育
・
研
究
環
境
を
強
い
て
い
る
の
も
ま

た
事
実
で
あ
り
、
本
来
の
大
学
生
活
を
送
る

こ
と
が
で
き
ず
に
い
る
子
ど
も
た
ち
を
思
う

と
、
心
が
痛
む
ば
か
り
で
す
。

　
宮
城
県
支
部
に
お
い
て
も
、
コ
ロ
ナ
禍
で

さ
ま
ざ
ま
な
行
事
の
予
定
が
立
て
ら
れ
ず
、

会
員
の
皆
さ
ま
に
は
ご
不
便
を
お
か
け
し
て

お
り
ま
す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
が
収
ま
り
ま
し
た
ら
、
あ
ら
た
め

て
支
部
の
活
動
や
行
事
に
つ
い
て
ご
案
内
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
そ
の
際
に
は
た

く
さ
ん
の
方
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
も
「
子
ど
も

の
母
校
は
我
が
母
校
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の

下
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
早
期

の
収
束
を
願
い
な
が
ら
、
後
援
会
支
部
運
営

に
携
わ
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、
1
年
間
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

2
0
2
0
年
度
支
部
体
制
ス
タ
ー
ト

宮
城
県
支
部
長    

木
村 

憲
史 

（
真
生
／
国
際
文
化
学
部
）
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法政大学後援会事務局
〒102-0073　東京都千代田区九段北3-2-3 法政大学九段校舎4F
TEL：03-3264-9350　FAX：03-3264-9367  
E-mail：koenkai@hosei.ac.jp　
https://www.hosei-koenkai.org/　            

2020年度  今後の後援会行事について

HSC（HOSEI SPORTS COMMUNITY）
学生も父母も卒業生も一丸となって法政スポーツ応援隊
～今年はネットやテレビから熱い声援を送りましょう!～

各競技の大会実施状況や一斉応援企画（中止・変更情報も含む）のお知らせなど、
法政スポーツ情報を掲載しています

HSCウェブサイト https://hosei-sports.jp/hsc/

会員のための大学ガイドブック
2020年度デジタル版完成

－後援会ウェブサイトにて公開中－

後援会紹介動画
のご案内

－YouTubeにて公開中－

■ 父母懇談会代替企画
　今年度の父母懇談会開催中止に伴い、会員（保証人）向け大学情報動画公開、個別相談などの
　代替企画を実施しております。詳細は、後援会ウェブサイトをご覧ください。
　
　後援会ウェブサイト 会員限定特設ページ
　https://www.hosei-koenkai.org/members

■ 後援会臨時総会　11月14日（土）
　電子表決による決議、非招集開催
　※決議結果は後援会ウェブサイトをご覧ください。

■ 支部長会議　11月14日（土）
　市ケ谷会場とオンラインで参加者をつないで開催

法政大学と後援会に関する情報を保護者向けにま
とめたガイドブック（全81ページ）です。電子ブック
版またはPDF版でご覧いただけます。

後援会とその活動を分かりやすくまとめた動画（約10分）を公開
しています。各種行事における実際の活動の様子もご覧いただ
けます。

　
8
月
1
日
（
土
）
10
時
よ
り
、
常
任
参
与

（
大
学
関
係
部
長
）
と
後
援
会
運
営
委
員
と

の
懇
談
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
例
年
は
対
面
に
よ
る
開
催
で
し
た
が
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
の
状
況
を
鑑
み
、
今

回
は
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
と

な
り
ま
し
た
。

　
当
日
は
参
加
者
全
員
の
自
己
紹
介
か
ら
始

ま
り
、
後
援
会
の
清
水
伸
行
会
長
よ
り
、
後

援
会
の
活
動
状
況
お
よ
び
今
年
度
中
止
と

な
っ
た
父
母
懇
談
会
の
代
替
企
画
に
つ
い
て

説
明
を
い
た
し
ま
し
た
。
松
井
哲
也
法
人
統

括
本
部
長
か
ら
は
、
大
学
の
現
状
に
つ
い
て

ご
説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
２
０
２
１
年
度
後
援
会
助
成
金
予
算
案
に

つ
い
て
は
、
大
学
側
か
ら
の
要
望
に
つ
き
ま

し
て
常
任
参
与
の
方
々
か
ら
具
体
的
に
ご
説

明
い
た
だ
き
、
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　
引
き
続
き
、
平
⼭
喜
雄
教
育
支
援
統
括
本

部
長
か
ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
に
お

け
る
授
業
運
営
に
つ
い
て
現
状
を
お
聞
き
し

ま
し
た
。
ま
た
、
喜
嶋
康
太
学
生
支
援
統
括

本
部
長
か
ら
は
、
感
染
拡
大
に
伴
う
家
計
急

変
、
な
ら
び
に
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
受
講
環
境

に
関
す
る
本
学
の
学
生
支
援
の
取
り
組
み
、

今
年
度
就
職
活
動
の
状
況
に
つ
い
て
ご
報
告

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
後
援
会
で
は
、
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
、
学

生
の
学
業
継
続
の
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
支
援

や
、
学
生
が
安
心
し
て
通
学
で
き
る
環
境
整

備
、
学
生
諸
活
動
支
援
な
ど
に
つ
い
て
今
後

審
議
を
行
い
、
よ
り
良
い
支
援
に
つ
な
げ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
今
回
は
、
初
め
て
の
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る

懇
談
会
で
し
た
が
、
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し

た
皆
さ
ま
の
ご
協
力
に
よ
り
円
滑
に
進
行
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
お
忙
し
い
中
、
皆

さ
ま
と
貴
重
な
時
間
を
共
有
で
き
ま
し
た
こ

と
を
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

常
任
参
与
と
後
援
会
運
営
委
員
と
の

懇
談
会
報
告後

援
会
副
会
長  

吉
川 

信
宏 

（
祐
樹
／
経
営
学
部
）

会員限定特設ページ
（要ログイン）

後援会の紹介動画は
こちらから
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一
時
期
大
学
を
追
わ
れ
ま
す
。

　弥
生
子
の
家
庭
小
説「
小
鬼
の
歌
」は
、

こ
の「
法
政
騒
動
」を
当
事
者
の
妻
の
立

場
か
ら
描
い
た
作
品
で
す
。
ま
た
、
豊

一
郎
と
仲
間
た
ち
の
日
々
の
様
子
を
記

録
し
た「
野
上
弥
生
子
日
記
」は
、
文
学

史
は
も
と
よ
り
、
本
学
に
と
っ
て
も
貴

重
な
史
料
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　終
戦
直
後
、
豊
一
郎
は
学
長
・
総
長

と
し
て
本
学
の
復
興
に
取
り
組
み
ま
す

が
、
1
9
5
0（
昭
和
25
）年
2
月
に
急

逝
。
存
続
の
危
機
に
あ
っ
た
潤
光
学
園

が
、
本
学
の
付
属
校「
法
政
大
学
潤
光

女
子
中
・
高
等
学
校
」と
し
て
新
し
い
ス

タ
ー
ト
を
切
っ
た
数
カ
月
後
の
こ
と
で

し
た
。
同
校
の
移
管
を
受
け
入
れ
た
背

景
に
は
、
戦
後
日
本
の
ま
す
ま
す
広
範

に
な
る
女
性
の
社
会
進
出
を
見
越
し
た
、

「
女
子
教
育
」へ
の
関
心
が
あ
っ
た
と
い

わ
れ
ま
す
。

　弥
生
子
は
日
記
に
、
同
校
の
名
誉
校

　2
0
2
0
年
4
月
、
代
表
作『
迷

路
』や『
秀
吉
と
利
休
』で
知
ら
れ
る
作

家
の
野
上
弥
生
子
が
法
政
大
学
潤
光
女

子
中
・
高
等
学
校（
現
・
国
際
高
等
学

校
）の
名
誉
校
長
に
就
任
し
て
か
ら
70

年
を
迎
え
ま
し
た
。

　1
8
8
5（
明
治
18
）年
、
大
分
県
北

海
部
郡
臼
杵
町（
現
・
臼
杵
市
）に
生
ま

れ
た
弥
生
子
は
、
上
京
し
て
明
治
女
学

校
に
進
学
し
、
卒
業
後
に
、
同
郷
で
東

京
帝
国
大
学（
現
・
東
京
大
学
）の
学
生

だ
っ
た
野
上
豊
一
郎
と
結
婚
し
ま
し
た
。

豊
一
郎
が
師
事
す
る
夏
目
漱
石
か
ら
指

南
を
受
け
、
23
歳
の
と
き
雑
誌『
ホ
ト
ト

ギ
ス
』に「
縁
」を
発
表
し
、
作
家
と
し

て
の
活
動
を
始
め
ま
す
。

　1
9
2
0（
大
正
9
）年
に
本
学
の
予

科
長
に
就
任
し
た
豊
一
郎
は
、
優
秀
な

教
員
を
集
め
る
な
ど
し
て
学
校
運
営
に

尽
力
し
ま
し
た
が
、
人
事
方
針
を
発
端

に
し
た
排
斥
運
動（
法
政
騒
動
）に
よ
り

長
に
就
任
し
た
い
き
さ
つ
と
し
て
、
亡

き
豊
一
郎
を
慕
っ
て
い
た
同
僚
や
教
え

子
た
ち
に
勧
め
ら
れ
た
様
子
を
書
き
残

し
て
い
ま
す
。

就
任
翌
年
の
1
9
5
1
年
6
月
、
弥

生
子
が
生
徒
に
初
め
て
講
話
を
行
っ
た

際
に
述
べ
た「
女
性
で
あ
る
前
に
ま
ず
人

間
で
あ
れ
」と
い
う
言
葉
は
、
女
性
の
解

放
と
独
立
の
思
想
に
基
づ
く
も
の
で
、

1
9
5
3
年
に「
法
政
大
学
女
子
中
・
高

等
学
校
」に
改
称
さ
れ
て
か
ら
も
、
同
校

の
女
子
教
育
の
指
標
と
な
り
ま
し
た
。

　1
9
7
1
年
に
文
化
勲
章
を
受
章
し

た
弥
生
子
は
、
87
歳
で
自
身
の
母
校
・

明
治
女
学
校
を
舞
台
に
し
た
長
編

『
森
』の
連
載
を
開
始
。
同
作
の
完
結
を

目
前
に
99
歳
で
亡
く
な
る
ま
で
、
現
役

作
家
と
し
て
精
力
的
な
創
作
活
動
を
続

け
、「
今
日
は
昨
日
よ
り
、
明
日
は
今
日

よ
り
善
く
生
き
、
よ
り
善
く
成
長
す

る
」人
生
を
全
う
し
ま
し
た
。

1  法政大学百年史編さんに際し、座談会に出席した野上弥生子（1978年5月）
2   野上豊一郎の逝去後に本学の総長に就任した大内兵衞が、付属校の名誉校長である野上弥生子に宛てた書簡。     
同校の近況ほか、レッドパージ下の大学の状況などが記されている（1951年12月）

3   本学への移管20周年を機に編さんされた『女子教育の建設を目指して―法政女子二〇年の歩み』。      
題字は、当時の中村哲総長による（法政大学女子中・高等学校編集・発行、1969年）

取材協力：HOSEIミュージアム事務室
※過去に掲載した記事は、ウェブサイトに掲載しています https://www.hosei.ac.jp/hosei/daigakugaiyo/daigaku_shi/museum
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女
性
で
あ
る
前
に
ま
ず
人
間
で
あ
れ

 
～
作
家
・
野
上
弥
生
子
と
女
子
教
育
の
幕
開
け
～

1

現在開催中のテーマ展
「ＨＯＳＥＩスポーツの原点」

場所：市ケ谷キャンパス九段北校舎１階
詳細：HOSEIミュージアムウェブサイト
　   　（https://museum.hosei.ac.jp）

通常開館しています

2020年10月より
は

HOSEI 2020.11·12｜ 2627｜HOSEI 2020.11·12

校友会だより
一般社団法人法政大学校友会（以下、校友会）は、「法政ネットワーク」強化により校友憲章に謳っている
「価値の創生・共創」を基本理念に、大学、後援会と手を携えて三位一体で諸事業を推進してまいります。

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
緊
急
対
策
奨
学
基
金
」

に
３
０
０
０
万
円
を
寄
付

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
影

響
で
家
計
が
急
変
す
る
付
属
校
生
徒
、
大
学

生
、
大
学
院
生
が
多
数
発
生
す
る
こ
と
が
見

込
ま
れ
る
た
め
、
法
政
大
学
に
よ
っ
て
5
月

1
日
に
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
緊
急
対
策

奨
学
基
金
」
が
立
ち
上
げ
ら
れ
、
広
く
協
力

要
請
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
校
友
会
は
こ
の
要
請
を
受
け
、
５
月
に
全

国
の
パ
ー
ト
ナ
ー
組
織
の
代
表
者
、
理
事
、

代
表
議
員
宛
て
に
「
厳
し
い
環
境
に
置
か
れ

た
母
校
学
生
へ
の
支
援
の
輪
に
ご
参
加
」
の

協
力
要
請
文
を
お
送
り
し
、
広
く
協
力
の
お

願
い
を
し
た
と
こ
ろ
、
概
算
で
５
２
０
万
円

の
寄
付
金
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
７

月
開
催
の
校
友
会
の
理
事
会
・
総
会
で
ご
承

認
を
い
た
だ
き
、
校
友
会
と
し
て
同
奨
学

基
金
に
３
０
０
０
万
円
の
寄
付
を
い
た
し
ま

し
た
。

　
こ
う
し
た
校
友
会
の
取
り
組
み
に
対
し
、

２
０
２
０
年
９
月
23
日
（
水
）、
法
政
大
学
九

段
校
舎
10
階
会
議
室
に
て
「
感
謝
状
贈
呈

式
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
贈
呈
式
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、

三
密
を
避
け
る
た
め
に
少
人
数
で
開
催
さ
れ
、

大
学
か
ら
は
田
中
優
子
総
長
と
小
澤
雄
司
常

務
理
事
が
、
校
友
会
か
ら
は
佐
々
木
郁
夫
会

長
が
出
席
し
ま
し
た
。
田
中
総
長
の
「
多
大

な
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
、
心
よ
り
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
」
と
の
謝
辞
と
と
も
に
、
大
学
か

ら
佐
々
木
会
長
へ
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し

た
。

　
今
回
の
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
緊
急
対

策
奨
学
基
金
」
と
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
拡
大
に
伴
う
緊
急
支
援
の
た
め
に

新
設
さ
れ
た
募
金
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
募
集
目

標
金
額
２
億
円
）
で
、
学
生
へ
の
具
体
的
支

援
策
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
1
）�

家
計
支
持
者
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
禍
に
伴
う
家
計
急
変
奨
学

金
［
給
付
型
］

（
2
）�

ア
ル
バ
イ
ト
学
生
の
た
め
の
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
禍
に
伴
う
緊

急
支
援
奨
学
金
［
給
付
型
］

　「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
緊
急
対
策
奨
学

基
金
」
の
募
集
は
2
0
2
0
年
9
月
30
日

（
水
）
で
終
了
し
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
他

募
金
に
つ
き
ま
し
て
は
、
法
政
大
学
募
金
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

感謝状贈呈式にて。左から校友会の佐々木郁夫会長、田中優子総長

お問い合わせ：一般社団法人 法政大学校友会事務局　Tel：03-3264-1831　Eメール：info@hoseinet.or.jp　ウェブサイト：https://www.hoseinet.or.jp/

法政大学 募金ウェブサイト：https://bokin.hosei.ac.jp/

校友会の大学への寄付実績 年度 金額
1. 法政大学SGU募金 
    （広報誌「HOSEI」広告）
　　　　　　〃
　　　　　　〃
　　　　　　〃
　　　　　　〃
　　　　　　〃

2014 30,000,000円
2015 2,390,000円
2016 1,000,000円
2017  1,000,000円
2018 540,000円
2019 1,000,000円

2. 新型コロナウイルス緊急対策奨学基金 2020 30,000,000円
3. 校友会奨学金 2016 10,000,000円

2017 1,370,000円
2018 1,125,000円
2019 1,040,000円

4. 箱根駅伝応援募金 2018 2,850,000円
2019 2,860,000円
2020 2,760,000円

5. スポーツ関連小口募金 2015 194,879円
6. 法政ミュージアム開設準備募金 2019 10,000,000円
7. 市ケ谷校舎外構植栽整備募金 2020 4,050,000円
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※記事の詳細は大学ウェブサイト（https://www.hosei.ac.jp）および関連リンク先でもご覧いただけます。

理工学部の尾川浩一教授がAFOMPの 
Outstanding Medical Physicistを受賞

理工学部の尾川浩一教授が、アジアオセアニア医学物理学
会（the Asia-Oceania Federation of Organizations for 
Medical Physics, AFOMP）よりOutstanding Medical 
Physicistを受賞しました。
この賞はAFOMP創立20周年を記念して、アジアオセアニア
地域で顕著な研究業績を上げた研究者、および医学物理教育
で貢献した教育者に与えられる賞です。日本からは尾川教授も
含めて４人が選ばれました。

　10月9日（金）、本学出身のフリー
アナウンサー新田朝子さん（現代福
祉学部卒）をゲストに迎え、オンライ
ントークイベント「HOSEIアナウン
サートーク！」を開催しました。
　NHK旭川放送局、KFB福島放
送などでの勤務を経て、現在はイスラエルのエルサレム在住アナ
ウンサーとして活躍する新田さん。当日は、アナウンサーの仕事
についての他、現在のリモートワークと発信活動、大学時代のエ
ピソード、就職活動など、数々の経験談や後輩に向けての温か
い応援メッセージが語られました。

卒業生による「HOSEIアナウンサー
トーク！」をオンライン開催

　10月1日（木）、環境センターは、地球環境問
題の謎に迫る「こだわりの詰まったエコツアー」
企画を実施。10人の学部・大学院生を引率し、
横浜港の風を受けて発電する「ハマウィング（横
浜市風力発電所）」を訪問しました（施設を訪問
する際には、新型コロナウイルス感染症拡大防
止のための十分な対策を講じています）。
　ハマウィングは、再生可能エネルギーである風力発電を活用し
た水素の製造、貯蔵、輸送、利用というサプライチェーンの構築
および事業可能性の検討を目指した環境省「地域連携・低炭素
水素技術実証事業」の現場です。横浜市環境創造局環境エネ
ルギー課のご協力のもと、地球環境問題に取り組む現場の話を
聞く機会に恵まれ、充実した時間となりました。

こだわりが詰まった「横浜市ハマウィン
グ訪問エコツアー」を開催

　現在、日本学生支援機構奨学金を貸与および給付されてい
る方は、2021年度に向けた奨学金継続手続きが必要です
（2021年3月までに終了する方は除く）。
　手続き方法の詳細は、12月中旬ごろ、お知らせ配信および本
学のウェブサイトにてご案内する予定です。

奨学金継続手続きに関するお知らせ
（日本学生支援機構奨学生）

派遣留学に参加した学生の体験談発表・
座談会をオンライン開催

10月23日（金）、グローバル教育センターは2019年度に派遣
留学へ参加した先輩学生の体験談発表と座談会をオンラインに
て開催しました。
シェフィールド大学（イギリス）、リーズ大学（イギリス）、ヴェルサ
イユ大学（フランス）、カルロ・カッターネオ大学（イタリア）、マラヤ
大学（マレーシア）、ステンデン応用科学大学（オランダ）、ヴェネツィ
ア大学（イタリア）の5カ国7大学に留学した先輩学生が、派遣
留学先で学んだり、体験したりしたこと、留学前の語学学習など
について発表。留学先ごとにグループ分けした個別相談も同時
に開催しました。

「第87回関東学生ヨット選手権大会
女子レース」にてヨット部が好成績

9月26日（土）、27日（日）に神奈川県三浦郡葉山町森戸海岸
沖にて「第87回関東学生ヨット選手権大会女子レース」が開催
されました。
伊藤七瑠選手（文学部）、盛田冬華選手（デザイン工学部）、
和田萌選手（文学部）が参加した470クラスのセーリングで1位を
獲得。大学総合成績は、1位までわずか3.3点に迫る健闘で、2
位に輝きました。

本学は、2019年に「SDGs推進
にかかる連携協定」を締結した陸
前高田市と連携して、未来の陸前
高田市を共に考えるワークショップ
の活動をオンラインで始めました。
「SDGs未来都市」に選定され
た陸前高田市とのワークショップを
通じて、持続可能なまちづくりを考え、
アクションにつなげることを目的とし
ています。このワークショップは、
2021年3月まで継続して活動してい
く予定です。

陸前高田市×法政大学
SDGsワークショップ活動が開始

学生同士がお互いのふるさとを
紹介し合う学生交流イベント「ふ
るさと魅力再発見ワークショップ」
シリーズが開催されました。シリー
ズ第1回は「杵築とあなたのふるさ
と編」と題し、10月9日（金）、16日
（金）、30日（金）の3回にわたって、
ワークショップが開催されました。

学生交流イベント「ふるさと魅力再発見
ワークショップ」を開催

　10月17日（土）、学生センター主催
の課外教養プログラムとして、学生ス
タッフがライブ配信で小金井キャンパ
ス内の施設や理系学生の大学生活
を紹介する、新入生向けのバーチャ
ルキャンパスツアーを開催しました。
　プログラム終了後には、学生スタッフと参加してくれた新入生
とのオンライン交流会も開催。新入生の不安や質問に対して、
先輩からのアドバイスが語られました。

小金井バーチャルキャンパスツアーを
開催

　10月21日（水）、市ケ谷図書館ラ
イブラリーサポーターが中心となって
「オンラインで“食べる”読書会」を
開催しました。
　この読書会は、参加者同士の交
流を目的としたもので、それぞれが持参した本の魅力（美味しいと
ころ）を互いに紹介し合い、質疑応答を経て、どの本が最も美味
しそうに感じたかを投票で決めるものです。今回紹介し合う本の
テーマは「飲食店が登場する本」。本の中の美味しそうなシーン
から、そもそも“食べる”とは？というテーマにまで話が及ぶ食欲・読
書の秋にぴったりな読書会となりました。

本の魅力を語り合う
「オンラインで“食べる”読書会」を開催

「天皇賜盃第89回日本学生陸上競技対校
選手権大会」にて、陸上競技部の松本純弥 
選手が男子800m大会新記録で優勝

　9月11日（金）～13日（日）に「天皇賜盃第
89回日本学生陸上競技対校選手権大会」
が開催されました。男子800ｍに出場した松
本純弥選手（経済学部）が1分47秒02の大
会新記録で連覇を達成。400mハードルでは
黒川和樹選手（現代福祉学部）が2位、110m
ハードルでは横地大雅選手（スポーツ健康学
部）と樋口陸人選手（スポーツ健康学部）が0.002秒の僅差を競
う接戦を繰り広げ、それぞれ2位と3位で表彰台に上がりました。

松本純弥選手
（写真提供：陸上競技部）

　10月26日（月）に開催された
2020年プロ野球ドラフト会議で、
体育会野球部の鈴木昭汰選手
（キャリアデザイン学部）が千葉ロッ
テマリーンズから1位指名、高田
孝一選手（法学部）が東北楽天
ゴールデンイーグルスから2位指名、石川達也選手（キャリアデザ
イン学部）が横浜DeNAベイスターズから育成1位指名を受けま
した。プロ野球の世界へと羽ばたいていく鈴木選手、高田選手、
石川選手にこれからも温かい声援をお願いします。

プロ野球ドラフト会議で鈴木選手が千葉ロッテ 
から1位指名、高田選手が東北楽天から2位指名、
石川選手が横浜DeNAから育成1位指名

（左から、石川選手、鈴木選手、高田選手）
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本学では情報公開制度を実施しています。
2020年度の公開情報は大学ウェブサイトでご覧
いただけます。

2020年度の公開情報を
ウェブサイトに掲載しています

情報公開

春学期に開催して好評だったことから、秋学期も引き続き海外
協定大学との「オンライン学生交流会」を開催。日本語を勉強し
ている海外の学生との交流は日本語、それ以外は英語を使用し、
ウェブ会議ツールを用いて語り合いました。9月から10月にかけて
開催したオンライン交流会の概要は以下の通りです。
① 天津外国語大学（中国）：9月23日（水）、10月28日（水）
「旅トーク（行ってみたい観光地、旅行エピソードなど）」
② 北京科技大学（中国）：10月8日（木）   
「SNSの使い方」
③ 釜山外国語大学（韓国）：10月15日（木）   
「私の国のおすすめの観光地」
④ 対外経済貿易大学（中国）：10月18日（日）   
「私が考える『多様性』」
⑤ 山東大学（中国）：10月24日（土）   
「私の好きな日本料理・中国料理」
各交流会では、トークテーマに関するグループディスカッション

を進行。それぞれのグループで話し合った内容をプレゼンテーショ
ンするなど、充実した交流が展開されました。
オンライン交流会は、今後も継続して開催していく予定です。

秋学期も海外協定大学と
オンライン学生交流会を開催

コロナ禍により、春学期授業はオンラインでのス
タートとなりました。学生の皆さんは、春学期をどの
ように過ごしたのでしょうか。オンライン授業やコロ
ナ禍での学生生活、秋学期への抱負などを語って
いただきました。当日の様子については、大学ウェ
ブサイトでご覧いただけます。

「オンライン学生座談会」を開催



Award

ダイバーシティ賞

2019年度「自由を生き抜く実践知大賞」には大学憲章を体現するような実践の取り組みとして18件がノミネート。
厳正な審査にて、大賞と大学憲章に連なる本学の理念などのキーワードを冠した 4 賞の計 5 賞が選ばれました。

ここでは、それぞれの受賞の取り組みを順に紹介します。

9102

　この「バリアフリー調査」は、本来のジャーナリズムがやるべき、実験にもとづいた報道
です。法政大学新聞という、一貫して学生によって発行され、90年以上の歴史を刻んできた
新聞が、学生と教職員のダイバーシティという、大学と社会が共有する課題に取り組んだ快
挙です。法政大学新聞の歴史を伝える意味でも、顕彰したいと思います。

総長からの選定理由コメント

　調査前から、大学内の車いすでの移動が不便な状況は理解していました。改善する必要性
を感じて、実際に乗車しての調査を実施しました。普段の視点との相違に気付き、車いす利
用者の不便さを自分事化して考える機会につながりました。
　今回は「価値観を変える知性」という基準で各賞が選ばれたとのことですが、他者の視点
から自分の見ているものを見つめ直すだけで、自分の価値観は変えられます。それを繰り返す
ことは、自身の多様性につながるのではないでしょうか。

（法政大学新聞学会元代表 西森知弘（文学部）／市ケ谷ボランティアセンター学生スタッフVSP元代表 藤山雄多（法学部） ）

受賞者からの感想

　法政大学新聞学会は、2018年の夏期休暇期間に市ケ
谷ボランティアセンター学生スタッフと共同で、市ケ谷・多
摩・小金井の3キャンパスにてバリアフリー調査を行いまし
た。
　実際に車いすに乗りながら、各キャンパスにある全ての
廊下と特徴的な教室を巡回し、車いすで移動する場合の
動線はどのようになっているのか、利用しやすさを調査しま
した。また、手すりや点字の有無についても調べました。
　調査した結果は「バリアフリー調査」という特集記事に
まとめ、法政大学新聞1041号に掲載しました。その結果、
2018年末に開催された朝日新聞社主催「第8回大学新聞
コンテスト」の一般新聞部門にて記事賞を獲得しました。

ノミネート理由・活動概要

ダイバー
シティ賞

法政大学新聞1041号「特集 バリアフリー調査」
（実践主体：法政大学新聞学会・市ケ谷ボランティアセンター学生スタッフ）
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「自由を生き抜く実践知大賞」の各賞の詳細や表彰式の動画は、
HOSEI PHRONESIS（http://phronesis.hosei.ac.jp/）をご覧ください。

2019年度に続き、2020年度もさまざまな活動がノミネートされました。
今年は「コロナ禍を生き抜く実践知」の掘り起こしを意識して、実施します。
以下、今後のスケジュールです。

2020年度「自由を生き抜く実践知大賞」まもなく決定！

2020年11月 ノミネート取り組みの決定
2020年12月 ノミネート一覧の公表※

 「自由を生き抜く実践知大賞」発表、授賞式（予定）
2021年1月 受賞一覧の公表※

2021年3月 広報誌「HOSEI」2021年3月号にて受賞一覧を掲載（予定）
2021年4月 広報誌「HOSEI」2021年4月号より各受賞の紹介を掲載（予定）
※ブランディングサイト「HOSEI PHRONESIS（法政フロネシス）」などで公表
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協力　法政大学後援会

企画・制作協力　㈱日経BPコンサルティング

印刷所　図書印刷㈱ 

BOOKS本学専任教職員の最近の著書、編纂書、訳書をご紹介します。

　秋学期もオンライン授業の継続に伴い、教
科書の通信販売をいたしました。来年度以降
も、どのような状況になっても皆さまの勉学を
支援するために努めていきます。
　生協の各店舗では、教科書の販売以外に
おいても、学生の皆さまの知的好奇心を刺激
するような品ぞろえを心掛けています。専門書
新刊はもちろん、「大学生協定番」として、
各ジャンルの定番となっている専門書、古典
的名著、近年話題になっている最先端のテー
マを扱った本を選りすぐってそろえています。
　三密を避けつつ、店舗にいらした際は棚の
前で本を眺めていただけるとうれしく思います。

（多摩購買書籍部）

法政大学生活協同組合書籍部より
＜多摩キャンパス＞

皆さまの勉学の支援に尽力いたします

※日外アソシエーツ 図書内容情報BookPlusを参照

日本企業の
タレントマネジメント
適者開発日本型人事管理への変革
タレントマネジメントとはどのような考え方なの
か、日本型人事管理になじむものなの
か̶̶。人事分野で注目されつつあるタレン
トマネジメントを体系的に整理し、事例研究な
どにより分析、今後の方向性を示す。
石山 恒貴 著   
大学院政策創造研究科 教授
出版社：中央経済社
発　行：2020年7月

ビジトレ	 	 	
今日から始める	 	 	
ミドルシニアのキャリア開発
今日のような複雑で変化の激しい社会では、
何が起こっていて、私たちはどのように働い
ていけばよいのか̶̶。一つ一つ問題を解
き明かしながら、より良いキャリアを歩んでい
くためのビジトレ（ビジネス×トレーニング）を
提唱。根性論や精神論ではなく、ミドルシ
ニア社員への調査を通じて明らかになったリ
アルを基にした、現実的なトレーニングを提
案する。
田中研之輔 他2名 著   
キャリアデザイン学部   
キャリアデザイン学科 教授
出版社：金子書房
発　行：2020年6月

日本の
セーフティーネット格差
労働市場の変容と社会保険
働き方が多様化する中で、正規雇用を前
提としていた社会保険にほころびが生じてい
る。「雇用が不安定な者ほど、セーフティー
ネットも弱い」という逆説的な現状にどのよ
うに対応すべきか。誰が「皆保険」から漏
れ落ちているのか。救済策は社会保険の
適用拡大しかないのか̶̶。今後の改革
のための指針を、しっかりした「エビデンス」
を基に模索する力作。 

酒井 正 著   
経済学部経済学科 教授
出版社：慶應義塾大学出版会
発　行：2020年2月

好古趣味の歴史	 	
江戸東京からたどる
人は過去の記憶を調べ、探し、記録する。
それは、アイデンティティーを確認するためか、
作品世界の羅針盤としてか、それとも新たな
創作の起源とするためか̶̶。江戸そして
東京から、好古の営みの歴史をひもといた書。
さまざまな地名、ちまたの物売り、名物、芸
能・芝居、年中行事など、往時の事物を巡
る知的探究から、ひと昔前の江戸の土地と
暮らしの姿が浮かび上がる。
江戸東京研究センター 編集  
小林 ふみ子、中丸 宣明 編著  
文学部日本文学科 教授
出版社：文学通信
発　行：2020年6月
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